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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組み込まれた形態の、下記Ａ）～Ｃ）：
Ａ）少なくとも１種の脂肪族ジイソシアネート、
Ｂ）
　B1)62～500g/molの分子量を有する脂肪族ジオール、
　B2)300～1500の数平均分子量を有するポリテトラヒドロフラン、
　B3)１分子当たり少なくとも２個の活性水素原子を有し、300～5000の数平均分子量を有
するポリシロキサン、
　B4)不飽和のＣ６-からＣ３０-カルボン酸の二量体化によって得られる環式及び非環式
ジカルボン酸、
　　脂肪族、環式脂肪族及び芳香族のＣ８-からＣ３０-ジカルボン酸、
　　Ｃ８-からＣ３０-ヒドロキシカルボン酸
　　及びこれらの混合物
　から選択される少なくとも１種のカルボン酸と、二価または多価アルコールとのエステ
ルから選択される、400～5000の数平均分子量を有するポリエステルジオール、
　及びこれらの混合物、
から選択される、イソシアネート基に対して反応性を有する少なくとも２つの基を有する
少なくとも１種の化合物、
Ｃ）場合によって少なくとも１種のジカルボン酸及び／またはヒドロキシカルボン酸、
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からなる少なくとも１種のオリゴマーを含有する化粧用組成物であって、
　オリゴマーが、１分子当たり少なくとも２個のウレタン及び／または尿素基と、更に少
なくとも２個の、ヒドロキシル、一級及び／または二級アミノ基から選択される更なる官
能基を有し、成分Ａ）及びＢ）からなるオリゴマーが500～7000の範囲の分子量を有し、
成分Ａ）、Ｂ）及びＣ）からなるオリゴマーが500～10000の範囲の分子量を有することを
特徴とする、上記組成物。
【請求項２】
　成分Ａ）の化合物のNCO当量と、成分B)の活性水素原子の当量との比が0.3：1～1.1：1
である、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　成分Ａ）、B1)、及びＣ）からなる少なくとも１種のオリゴマーを含有する、請求項１
に記載の組成物。
【請求項４】
　オリゴマーが、成分Ａ）及びB1）からなる式I
　　HO-R１-A１-CO-NH-R２-NH-CO-A１-R１-OH　　　（I）
［式中、
　Ｒ１はＣ２-からＣ１２-アルキレン、Ｃ５-からＣ８-シクロアルキレンまたはアリーレ
ンであって、アルキレン基は１個または２個のＣ５-からＣ８-シクロアルキレンまたはア
リーレン基で中断されていても良く、
　Ｒ２は脂肪族、環式脂肪族または芳香族ジイソシアネートからイソシアネート基の除去
後に誘導される基であり、
　Ａ１はＯまたはＮＲ３であり、Ｒ３は水素、Ｃ１-からＣ６-アルキルまたはＣ５-から
Ｃ８-シクロアルキルである。］
の化合物の少なくとも１種を、
不飽和のＣ６-からＣ３０-カルボン酸の二量体化によって得られる環式または非環式ジカ
ルボン酸、脂肪族、環式脂肪族及び芳香族のＣ８-からＣ３０-ジカルボン酸、Ｃ８-から
Ｃ３０-ヒドロキシカルボン酸、及びこれらの混合物から選択される成分Ｃ）の少なくと
も１種の化合物
と反応させることによって得られるものである、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　皮膚または毛髪のトリートメントのための化粧用製品における、請求項１から４のいず
れか１項で規定されるオリゴマーの使用。
【請求項６】
　請求項１から４のいずれか１項で規定される成分Ａ）及びB4）、及び成分Ａ）、B1）及
びＣ）のオリゴマー。
【請求項７】
　組み込まれた形態の、
ａ）請求項１～４のいずれか１項で規定される少なくとも１種のオリゴマー、
ｂ）分子量が５６～６００の範囲にある少なくとも１種のジオール、
ｃ）2,2-ビス(ヒドロキシメチル)アルキルカルボン酸、N-(C1-C6-アルキル)ジエタノール
アミン、及びN-アルキル-ジアルキレントリアミンから選択される、１分子当たり２個の
活性水素原子及び少なくとも１個のイオノゲン及び／またはイオン基を有する少なくとも
１種の化合物、
ｄ）場合によって、ポリエステルジオール、ポリエーテルオール、ポリシロキサン及びこ
れらの混合物から選択され、300～5000の数平均分子量を有する、１分子当たり少なくと
も２個の活性水素原子を有する少なくとも１種のポリマー、
ｅ）少なくとも１種のジイソシアネート、
からなる水溶性または水分散性ポリウレタン。
【請求項８】
　少なくとも１種のオリゴマーａ）及び成分ｂ）、ｃ）の化合物及び場合によってｄ）を
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ジイソシアネート成分ｅ）と反応させることによる、請求項７に記載のポリウレタンの製
造方法であって、オリゴマーａ）の製造とポリウレタンの製造を中間体の単離なしに行う
、上記方法。
【請求項９】
　0.3～50重量％の少なくとも１種のオリゴマーａ）、
　0.5～25重量％の少なくとも１種の成分ｂ）、
　0.5～50重量％の少なくとも１種の成分ｃ）、
　0～25重量％の少なくとも１種の成分ｄ）、及び
　25～60重量％のジイソシアネート成分ｅ）
を反応させることによる、請求項８に記載のポリウレタンの製造方法であって、
　成分ｅ）のNCO当量と、成分ａ）～ｄ)の活性水素原子の当量との比が0.6：1～1.4：1で
あり、オリゴマーａ）の製造とポリウレタンの製造を中間体の単離なしに行う、上記方法
。
【請求項１０】
　請求項７に記載のポリウレタンを少なくとも１種含有する化粧用組成物。
【請求項１１】
　ａ）０．５～２０重量％の、請求項７で規定される少なくとも１種のポリウレタン、
ｂ）５０～９９．５重量％の、水、水混和性溶媒及びこれらの混合物から選択される少な
くとも１種の溶媒、
ｃ）０～７０重量％、好ましくは０．１～５０重量％のプロペラント、
ｄ）０～１０重量％の、ａ）とは異なる水溶性または水分散性ヘアポリマー
ｅ）０～０．５重量％の水溶性または水分散性シリコン化合物、
ｆ）０～１重量％、好ましくは０．０００１～０．５重量％の、飽和及びモノまたはポリ
不飽和のＣ５-からＣ３０-カルボン酸、飽和及びモノ-またはポリ不飽和のＣ８-からＣ３

０-アルコール及びこれらの混合物のエステル及びアミドから選択される少なくとも１種
の化合物、
を含有する、ヘアトリートメント組成物の形態の、請求項１０に記載の化粧用組成物。
【請求項１２】
　毛髪、及び皮膚の被覆剤として、特に毛髪用化粧品において、好ましくはヘアスプレー
、セッティングフォーム、ヘアムース、ヘアゲル及びシャンプーにおけるセッティングポ
リマーとしての、請求項７で規定されるポリウレタンの使用。
【請求項１３】
　化粧用製品の製造のためのポリマー乳化剤または乳化助剤としての、請求項７で規定さ
れるポリウレタンの使用。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
本発明はウレタン及び／または尿素基を含有するオリゴマー及びポリマー、医薬品及び化
粧品におけるこれらのオリゴマーの使用、そしてこれらのオリゴマー及びポリマーを含有
する化粧用組成物に関する。
【０００２】
化粧品では、フィルム形成特性を有するポリマーが毛髪の構造の固定、形成、及び改善の
ために使用される。これらのヘアトリートメント組成物は一般に、アルコールまたはアル
コールと水の混合物中のフィルム形成剤の溶液を含む。
【０００３】
ヘアセッティング組成物は一般にアルコール水溶液の形態で毛髪にスプレーされる。溶媒
の蒸発後、個々の毛髪は残存するポリマーによってその相互の接点で所望の形状に保持さ
れる。ポリマーは、一方では毛髪から洗浄・除去できるのに十分な親水性を有するべきで
あるが、他方では、高湿度の条件下でもポリマーで処理した毛髪がその形状を保持し、個
々の毛髪が互いに粘着しないように十分に疎水性であるべきである。非常に効率的なヘア
セッティング効果を得るためには、更に、比較的高い分子量及び比較的高いガラス転移温
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度（少なくとも１０℃）を有するポリマーを使用するのが好ましい。
【０００４】
現在、ヘアトリートメント組成物に更に要求されているのは、例えば特に毛髪が生来、強
固及び／または濃い色の場合でも、柔軟性、自然な外観、及び光沢を毛髪に与えることで
ある。
【０００５】
ヘアセッティング組成物を調製する場合、更に考慮するのは揮発性有機化合物（ＶＯＣ）
の大気中への放出を抑制する環境規制のために、アルコール及び噴射剤の含有量を低減す
る必要があることである。
【０００６】
DE-A-42 25 045及びWO94/03515は水溶性または水分散性のアニオン性ポリウレタンのヘア
セッティング剤としての使用について記載している。これらのポリウレタンは以下からな
る：
ａ）１分子当たり少なくとも２個の活性水素原子を含有する少なくとも１種の化合物、
ｂ）酸性基または塩類を含有する少なくとも１種のジオール、及び
ｃ）少なくとも１種のジイソシアネート。
【０００７】
これらのポリウレタン中に存在する酸性基を少なくとも１種の塩基で中和することによっ
て対応する塩に変換することができる。この目的のために、低分子量のアミン、例えば2-
アミノ-2-メチルプロパノール、ジエチルアミノプロピルアミン、及びトリイソプロパノ
ールアミンを使用する。
【０００８】
EP-A-619 111は、有機ジイソシアネート、ジオール、及び2,2-ヒドロキシメチル置換した
カルボキシレートに基づくポリウレタンのヘアセッティング組成物における使用について
記載している。少なくともいくつかのカルボン酸基は水酸化ナトリウム、水酸化カリウム
、2-アミノ-2-メチルプロパノール、ヒスチジン、トリス（ヒドロキシメチル）アミノメ
タン、及びトリエタノールアミンから選択される有機または無機塩基で中和される。
【０００９】
DE-A-195 41 658は、末端にイソシアネート基を有するポリウレタン・プレポリマーと、
遊離アミノ基を含有するタンパク質との水溶性及び水分散性グラフトポリマーについて記
載している。
【００１０】
EP-A-636 361は、化粧品的に適合性のあるキャリアー中に以下を含有する化粧用組成物に
ついて記載している：少なくとも１個のポリシロキサン単位、及びアニオン基またはカチ
オン基を有する少なくとも１個のポリウレタン及び／またはポリ尿素単位を含有する重縮
合体に基づく少なくとも１種の擬ラテックス（pseudolatex）。ここで使用される中和剤
は無機塩基、低分子量のアミン及びアミノアルコール、無機酸、及び低分子量のカルボン
酸である。WO97/25021は同様の開示内容を有する。これらのフィルム形成剤の洗浄・除去
は不十分である。更に、シロキサン含有量が高いために、ヘアポリマーに必要とされるセ
ッティング作用も有しない。
【００１１】
DE-A-195 41 329及びWO97/17052は、水または水／アルコール混合物への分散性または可
溶性を有するヘアセッティングポリマー、そして更に水溶性または水分散性のシロキサン
を含有する塩を含むヘアトリートメント組成物について記載している。これらのシロキサ
ン含有塩、非シロキサン含有ヘアセッティング・ポリマー、及びシリコーンオイルに基づ
くヘアスプレー剤は、毛髪表面から、例えば力学的ストレスによって、容易に除去される
ようなフィルムをもたらす。従ってこれらの製剤のセッティング作用は改善を必要とする
。
【００１２】
DE-A-195 41 326及びWO97/17386は末端酸性基を有する水溶性または水分散性ポリウレタ
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ン、その調製、及びその使用について記載している。この場合、水への分散性または可溶
性を有し、末端イソシアネート基を有するポリウレタン・プレポリマーをアミノスルホン
酸またはアミノカルボン酸、特にタウリン、アスパラギン酸、及びグルタミン酸と反応さ
せる。
【００１３】
上記の文献はいずれもイソシアネート基に対して反応性のある基を含有するジイソシアネ
ート及びオリゴマーに基づくポリウレタンについては記載しておらず、代わりにこれらの
オリゴマーは組み込まれた形態でウレタン及び／または尿素基を含有する。化粧品におけ
るポリマー結合および非ポリマー結合型のそれらのオリゴマーの使用も記載されていない
。
【００１４】
皮膚及び毛髪のトリートメントのための化粧品及び医薬組成物は、そのレオロジー特性に
関して特別な要件を求められる。従って、例えば、スキンケア製品がケア物質を高割合で
含有することが現在求められている。多くの場合これらは天然の油脂、精油などのような
化合物であるが、これらはその流動性のために、添加剤を使用して所望の適用形態（例え
ば粘着型）に導入することができるのすぎない。ヘアケア製品（例えばシャンプー）はま
たその粘性に関する特定の要件も求められる。一般にそのような製品は活性物質及びケア
物質を単独で使用した場合に得られるより高い粘性または固体粘稠度を有する。好ましく
は、粘性または硬度を調整するための添加剤をできるだけ少ない量で使用すべきである。
【００１５】
WO98/17705は、エステル末端ポリアミドを含有する樹脂組成物、及び極性の低い液体炭化
水素の透明ゲルの製剤へのその使用について記載している。
【００１６】
WO97/36572は少なくとも１種の液体シリコーン及び少なくとも１種のゲル形成剤を含有す
る化粧用組成物の調製のためのベースとなる組成物について記載している。ここでは液体
シリコーンを、組成物の総重量に基づいて0.5から95重量％の量で使用し、実施例で例証
する製剤は少なくとも27重量％を含有する。使用されるゲル形成剤は、水素結合を形成す
るのに好適なシロキサン基及び極性基を組み込まれた形態で必ず含有するポリマーである
。後者はエステル基、ウレタン基、尿素基、チオ尿素基、及びアミド基から選択される。
ゲル形成剤として使用されるポリマーは、シリコーンに基づかないオイルの増粘剤として
好適ではない。シリコーンオイル及びそれとは異なる更なるオイルの混合物の濃厚化もこ
の明細書には記載されていない。
【００１７】
本発明の目的は、特に皮膚及び毛髪のトリートメントのための、新規の化粧用組成物を提
供することである。好ましくは化粧用組成物は良好なレオロジー特性を有する。ヘアトリ
ートメント組成物の形態で化粧用組成物は良好な柔軟性を有する不粘着性のフィルムを形
成すべきである。これらの組成物は好ましくは毛髪になめらかさとしなやかさを与えるべ
きである。
【００１８】
驚くべきことに、本発明者らは、この目的が以下のような化粧用組成物によって達成され
ることを見出した：少なくとも１種のオリゴマーを含有し、このオリゴマーは、少なくと
も１種のジイソシアネート、及びイソシアネート基に対して反応性を有する基を少なくと
も２つ含有する少なくとも１種の化合物を含有し、ここでオリゴマーは１分子当たり少な
くとも２個のウレタン及び／または尿素基、と、更に活性水素原子を有する更なる官能基
を少なくとも２個含有する。
【００１９】
従って本発明は、下記Ａ）～Ｃ）：
Ａ）少なくとも１種のジイソシアネート、
Ｂ） B1）脂肪族及び環式脂肪族ポリオール、ポリアミン、及び／またはアミノアルコー
ル、
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B2）ポリエーテルオール及び／またはジアミノポリエーテル、
B3）１分子当たり少なくとも２個の活性水素原子を有するポリシロキサン、
B4）ポリエステルポリオール、
及びそれらの混合物、
から選択される、イソシアネート基に対して反応性を有する少なくとも２つの基を有する
少なくとも１種の化合物、
Ｃ）場合によって少なくとも１種のジカルボン酸及び／またはヒドロキシカルボン酸、
のオリゴマーまたはポリマーを少なくとも１種含有する化粧用組成物であって、オリゴマ
ーは１分子当たり少なくとも２個のウレタン及び／または尿素基と、更に少なくとも２個
の、ヒドロキシル、一級及び／または二級アミノ基から選択される更なる官能基を含有す
る組成物を提供する。
【００２０】
第１の好ましい実施形態によれば、本発明の化粧用組成物は上記のオリゴマーを少なくと
も１種含有する。
【００２１】
本発明の化粧用組成物は好ましくは独立した成分の形態で、及び／またはポリマーに組み
込まれた形態でオリゴマーを含有する。組み込まれた形態でオリゴマーを含有する好まし
いポリマーはポリウレタンである。本発明の範囲では、「ポリウレタン」という表現はウ
レタン基の代わりに、またはそれに加えて尿素基を含有するポリマーも含む。
【００２２】
好ましくはオリゴマーは１分子当たり2から50個、特に3から45個のウレタン及び／または
尿素基を有する。
【００２３】
約500から10,000、好ましくは600から8,000、特に700から7,000の範囲の分子量を有する
成分Ａ）及びＢ）のオリゴマーが好ましい。
【００２４】
約500から20,000、好ましくは600から15,000、特に700から10,000の範囲の分子量を有す
る成分Ａ）、Ｂ）、及びＣ）のオリゴマーも好ましい。
【００２５】
ヒドロキシル基を含有するオリゴマーは、好ましくは約5から150ｍｇ　ＫＯＨ／ｇ、特に
好ましくは10から150ｍｇ　ＫＯＨ／ｇ、特に20から100ｍｇ　ＫＯＨ／ｇのアルコール数
（ＯＨ数）を有する。アミノ基を含有するオリゴマーは、好ましくは約5から150ｍｇ　Ｋ
ＯＨ／ｇ、更に好ましくは10から150ｍｇ　ＫＯＨ／ｇ、特に好ましくは20から100ｍｇ　
ＫＯＨ／ｇのアミン数を有する。ヒドロキシル基及びアミノ基の両方を含有するオリゴマ
ーでは、アルコール数とアミン数の合計は好ましくは約5から150、特に好ましくは10から
150、特に20から100の範囲である。
【００２６】
好ましくはオリゴマーは遊離のイソシアネート基を有しない。
【００２７】
本発明の該オリゴマーに基づく化粧用組成物は一般に、有利には、シリコーン基を含有す
る成分を添加しなくても良好な適用性を有する。従って、例えば、製剤のオリゴマー及び
／または他の成分がシリコーンを含有しないようなヘアトリートメント組成物でも、一般
に毛髪に良好な柔軟性を与える。好ましい実施形態では、本発明の化粧用組成物はシリコ
ーン基を含有しないオリゴマーを少なくとも１種含有する。更なる好ましい実施形態では
、本発明の化粧用組成物はシリコーン基を含有するオリゴマーを含有し、組成物の他の成
分はシリコーンを含有しない。特に、化粧用組成物のオリゴマー及び他の成分が共にシリ
コーンを含有しない。更なる好適な実施形態は、オリゴマー及び／または少なくとも１種
の他の成分がシリコーン基を含有する化粧用組成物に関する。
【００２８】
第２の好ましい実施形態によれば、本発明の化粧用組成物は、下記Ａ）～Ｃ）：
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Ａ）少なくとも１種のジイソシアネート、
Ｂ）B1）脂肪族及び環式脂肪族ポリオール、ポリアミン、及び／またはアミノアルコール
、
B2）ポリエーテルオール及び／またはジアミノポリエーテル、
B3）１分子当たり少なくとも２個の活性水素原子を有するポリシロキサン、
B4）ポリエステルポリオール、
及びそれらの混合物、
から選択される、イソシアネート基に対して反応性を有する少なくとも２個の基を有する
少なくとも１種の化合物、
Ｃ）場合によって少なくとも１種のジカルボン酸及び／またはヒドロキシカルボン酸
のポリマーを少なくとも１種含有する。
【００２９】
好ましくはポリマーは１分子当たり2から80、特に4から50のウレタン及び／または尿素基
を含有する。
【００３０】
約700から40,000、好ましくは1,000から20,000、特に1,500から15,000の範囲の分子量を
有する成分Ａ）及びＢ）のポリマーが好ましい。
【００３１】
約700から80,000、好ましくは1,000から40,000、特に1,500から20,000の範囲の分子量を
有する成分Ａ）、Ｂ）、及びＣ）のポリマーも好ましい。
【００３２】
ヒドロキシル基を含有するポリマーは、好ましくは、約5から150ｍｇ　ＫＯＨ／ｇのアル
コール数（ＯＨ数）を有する。アミン基を含有するポリマーは好ましくは約5から150ｍｇ
　ＫＯＨ／ｇのアミン数を有する。ヒドロキシル基及びアミノ基の両方を含有するポリマ
ーでは、アルコール数及びアミン数の合計が約5から150の範囲であるのが好ましい。
【００３３】
好ましくはポリマーは疎水性（非極性）化合物に対して適合性がある、すなわち広い濃度
範囲でそれらと混和性があって均質な混合物を生成する。ポリマーは液体疎水性化合物に
特に可溶である。そのようなポリマーを以下で「油溶性」と呼ぶ。
【００３４】
ウレタン及び／または尿素基を有するだけでなく、ポリマーは水素結合を形成することの
できる更なる基を含有するのが好ましい。これらは好ましくはアミド基である。
【００３５】
成分Ｂ）が少なくとも１種のポリエステルポリオールB4）を含有するポリマーが好ましい
。特に、成分Ｂ）は不飽和Ｃ６-Ｃ３０カルボン酸の二量体化によって得られる、二価ま
たは多価アルコールと少なくとも１種の環式または非環式ジカルボン酸とのエステルを少
なくとも１種含有するポリエステルポリオールB4）から選択される。
【００３６】
ジイソシアネートＡ）は好ましくは以下から選択される：脂肪族、環式脂肪族、及び／ま
たは芳香族ジイソシアネート、例えばテトラメチレンジイソシアネート、ヘキサメチレン
ジイソシアネート、メチレンジフェニルジイソシアネート、2,4-及び2,6-トルイレンジイ
ソシアネート、及びそれらの異性体混合物、o-、m-、及びp-キシリレンジイソシアネート
、1,5-ナフチレンジイソシアネート、1,4-シクロヘキシレンジイソシアネート、ジシクロ
ヘキシルメタンジイソシアネート、及びそれらの混合物、特にイソホロンジイソシアネー
ト、ヘキサメチレンジイソシアネート、及び／またはジシクロヘキシルメタンジイソシア
ネート。ヘキサメチレンジイソシアネートを使用するのが特に好ましい。必要により、３
ｍｏｌ％までの該化合物をトリイソシアネートで置換できる。
【００３７】
イソシアネート基に対して反応性を有する成分Ｂ）の基は好ましくはヒドロキシル基、一
級及び／または二級アミノ基である。
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好ましいポリオール成分B1）は、分子量が約62から500ｇ／ｍｏｌの範囲であるジオール
である。これらには例えば2から18個の炭素原子、好ましくは2から10個の炭素原子を含有
するジオール、例えば1,2-エタンジオール、1,3-プロパンジオール、1,4-ブタンジオール
、1,6-ヘキサンジオール、1,5-ペンタンジオール、1,10-デカンジオール、2-メチル-1,3-
プロパンジオール、2,2-ジメチル-1,3-プロパンジオール、ジ-、トリ-、テトラ-、ペンタ
-、及びヘキサエチレングリコール、ネオペンチルグリコール、シクロヘキサンジメチロ
ール、モノステアリン酸グリセロール、及びそれらの混合物がある。
【００３９】
3から100個、好ましくは3から70個の炭素原子を有するトリオール及び多価ポリオールも
好ましい成分B1）である。好ましいトリオールは、例えばグリセロール及びトリメタノー
ルプロパンである。
【００４０】
ヒドロキシカルボン酸と３価アルコールとのトリエステルも好ましいトリオールB1）であ
る。これらは好ましくはヒドロキシカルボン酸、例えば乳酸、ヒドロキシステアリン酸、
及びリシノール酸のトリグリセリドである。また、天然に存在するヒドロキシカルボン酸
トリグリセリドを含有する混合物、特にヒマシ油も好適である。好ましい多価ポリオール
B1）は、例えばエリスリトール、ペンタエリスリトール、及びソルビトールである。
【００４１】
好ましいアミノアルコールB1）は、例えば2-アミノエタノール、2-（Ｎ-メチルアミノ）
エタノール、3-アミノプロパノール、4-アミノブタノール、1-エチルアミノブタン-2-オ
ール、2-アミノ-2-メチル-1-プロパノール、4-メチル-4-アミノペンタン-2-オールなどで
ある。
【００４２】
好ましいポリアミンB1）は、例えばジアミン、例えばエチレンジアミン、プロピレンジア
ミン、1,4-ジアミノブタン、1,5-ジアミノペンタン、及び1,6-ジアミノヘキサンである。
好ましいトリアミンB1）は、例えばジエチレントリアミン、Ｎ,Ｎ’-ジエチルジエチレン
トリアミンなどである。好ましいより多価のポリアミンは、例えばトリエチレンテトラミ
ンなどである。
【００４３】
成分B1）として示される化合物は、個別にまたは混合して使用することができる。1,2-エ
タンジオール、1,4-ブタンジオール、1,6-ヘキサンジオール、ネオペンチルグリコール、
ジエチレングリコール、シクロヘキサンジメチロール、及びそれらの混合物は特に好まし
い。
【００４４】
好ましくは成分B2）は約300から5,000、好ましくは約400から4,000、特に500から1,500の
範囲の数平均分子量を有するポリエーテルオールである。好ましいポリエーテルオールは
ポリアルキレングリコール、例えばポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール
、ポリテトラヒドロフラン、エチレンオキシド、プロピレンオキシド、及び／またはブチ
レンオキソドのコポリマーで、共重合体化された形態でアルキレンオキシド単位をランダ
ムな分布で、またはブロックの形態で含有するものなどである。ポリテトラヒドロフラン
及びこれらを含有する混合物は成分B2）として使用するのに好ましい。
【００４５】
好適なポリテトラヒドロフランB2）の調製は、酸触媒（例えば硫酸またはフルオロ硫酸）
の存在下でテトラヒドロフランをカチオン重合させて行うことができる。そのような調製
過程は当業者に周知である。
【００４６】
ポリシロキサンB3）は、好ましくは式II：
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［式中、
Ｒ４及びＲ５は互いに独立してＣ１からＣ４アルキル、ベンジル、またはフェニルであり
、
Ｅ１及びＥ２は互いに独立してＯＨまたはＮＨＲ６であり、Ｒ６は水素、Ｃ１からＣ６ア
ルキル、またはＣ５からＣ８-シクロアルキルであり、
ｉ及びｌは互いに独立して２から８であり、
ｋは３から５０である］
の化合物及びそれらの混合物である。
【００４７】
好適なアルキル基は、例えばメチル、エチル、ｎ-プロピル、イソプロピル、ｎ-ブチル、
ｔ-ブチル、ｎ-ペンチル、ｎ-ヘキシルなどである。好適なシクロアルキル基は、例えば
シクロペンチル、シクロへキシル、シクロヘプチル、シクロオクチルなどである。
【００４８】
好ましくはＲ４及びＲ５は共にメチルである。
【００４９】
好ましくはこれらのポリシロキサンB3）は約300から5,000、好ましくは400から3,000の範
囲の数平均分子量を有する。
【００５０】
ポリシロキサンB3）は式III：

［式中、
シロキサン単位の順序は任意であり、
ｓは5から200、好ましくは10から100の値であり、
ｔは1から20、好ましくは2から10の値であり、
ｚは式-（ＣＨ２）ｕ-ＮＨ２の基であり、ｕは1から10の整数、好ましくは2から6である
か、または
ｚは式-（ＣＨ２）ｘ-ＮＨ（ＣＨ２）ｙ-ＮＨ２の基であり、ｘ及びｙは互いに独立して0
から10、好ましくは1から6であり、ｘ＋ｙの合計は1から10、好ましくは2から6である］
の化合物でも好ましい。
【００５１】
これらには、例えばHulsのMAN及びMARグレード、そしてWackerのFinishグレード、例えば
Finish WT 1270がある。
【００５２】
また、好適な化合物B3）はEP-A-227 816（明細書に参照により組み入れる）に記載される
ポリジメチルシロキサンである。
【００５３】
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好適なポリエステルポリオールB4）は末端ＯＨ基を有する直鎖及び分枝鎖ポリマー（例え
ば少なくとも２つのＯＨ基を有するもの）である。ポリエステルポリオールは、例えば脂
肪族、環式脂肪族及び芳香族のジ-、トリ-、及び／またはポリカルボン酸、ならびにヒド
ロキシカルボン酸を、ジオール、トリオール、及び／またはポリオールとエステル化する
ことによって調製できる。好ましいポリエステロールB4）はポリエステルジオールである
。
【００５４】
好ましくはポリエステロールB4）は約400から5,000、好ましくは500から4,000、特に600
から3,000の範囲の数平均分子量を有する。
【００５５】
成分B4）は、好ましくは二価または多価アルコールと、
-不飽和のＣ６からＣ３０カルボン酸の二量体化によって得られる環式または非環式ジカ
ルボン酸、
-脂肪族、環式脂肪族及び／または芳香族のＣ８からＣ３０ジカルボン酸、
-脂肪族、環式脂肪族及び／または芳香族Ｃ８からＣ３０ヒドロキシカルボン酸、
及びこれらの混合物
から選択される少なくとも１種のカルボン酸とのエステルから選択される。
【００５６】
モノ-またはポリ-不飽和カルボン酸の二量体化によって二量体酸または二量体脂肪酸と呼
ばれる非環式及び環式ジカルボン酸の混合物が得られる。成分B4）を調製するためには、
8から54個の炭素原子を有する二量体脂肪酸を含有する二量体脂肪酸混合物を使用するの
が好ましい。例えば不飽和Ｃ１８脂肪酸の二量体化で得られる、平均36個の炭素原子を有
する二量体脂肪酸は好ましい。二量体脂肪酸は市販されており、製品によって、分枝モノ
脂肪酸及び３量体脂肪酸を種々の割合で含有する。所望により、成分B4）の調製のために
二量体酸の使用に先立ってこれらを留去することができる。成分B4）を調製するために、
二量体脂肪酸をジオール、トリオール、及び／またはポリオールとエステル化させる。好
ましくは、成分B4）の調製のために、上記成分B1）に記載するような、脂肪族及び／また
は環式脂肪族ジオール、トリオール、及び／またはポリオールと二量体脂肪酸をエステル
化させる。所望により、アルコールを単独で、または混合して使用できる。
【００５７】
ポリエステルジオール、特に芳香族ジカルボン酸（例えばテレフタル酸、イソフタル酸、
フタル酸、スルホイソフタル酸ＮａまたはＫなど）、脂肪族ジカルボン酸（例えばアジピ
ン酸またはコハク酸など）、及び環式脂肪族ジカルボン酸（例えば1,2-、1,3-、または1,
4-シクロヘキサンジカルボン酸）に基づくものも好ましい成分B4）である。これらのポリ
エステルジオールB4）の好適なジオール成分は、特に脂肪族ジオール（例えばエチレング
リコール、プロピレングリコール、1,6-ヘキサンジオール、ネオペンチルグリコール、ジ
エチレングリコール、ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール、1,4-ジメチ
ロールシクロヘキサン）である。
【００５８】
好ましくはポリエステルジオールB4）は、芳香族及び脂肪族ジカルボン酸と脂肪族ジオー
ルに基づき、特に芳香族ジカルボン酸がジカルボン酸の総含有量の10から95ｍｏｌ％、特
に40から90ｍｏｌ％を構成するものに基づく。
【００５９】
特に好ましいポリエステルジオールB4）は以下の反応生成物である：フタル酸／ジエチレ
ングリコール、イソフタル酸／1,4-ブタンジオール、イソフタル酸／アジピン酸／1,6-ヘ
キサンジオール、5-ＮａＳＯ３-イソフタル酸／フタル酸／アジピン酸／1,6-ヘキサンジ
オール、アジピン酸／エチレングリコール、イソフタル酸／アジピン酸／ネオペンチルグ
リコール、イソフタル酸／アジピン酸／ネオペンチルグリコール／ジエチレングリコール
／ジメチロールシクロヘキサン、及び5-ＮａＳＯ３-イソフタル酸／イソフタル酸／アジ
ピン酸／ネオペンチルグリコール／ジエチレングリコール／ジメチロールシクロヘキサン
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、イソフタル酸／アジピン酸、ネオペンチルグリコール／ジメチロールシクロヘキサン。
【００６０】
直鎖または分枝鎖のＣ8からＣ３０のジ-またはポリカルボン酸に基づくポリエステルジオ
ールも好ましい成分B4）である。所望により、これらは例えばヒドロキシル基のような少
なくとも１個の更なる官能基を含有することができる。好適なジ-及びポリカルボン酸は
、例えばアゼライン酸、ドデカン二酸、スベリン酸、ピメリン酸、セバシン酸、テトラデ
カン二酸、クエン酸、レシノール酸、ヒドロキシステアリン酸、及びそれらの混合物であ
る。この成分B4）の調製に好ましいジオールは、例えば1,6-ヘキサンジオール、ネオペン
チルグリコール、1,4-ジメチロールシクロヘキサン、ジエチレングリコール、モノステア
リン酸グリセロール、及びそれらの混合物である。
【００６１】
好ましい実施形態では、本発明の化粧用組成物は、活性水素原子を有する末端基（ヒドロ
キシル、一級、及び／または二級アミノ基から選択される）を少なくとも２つ含有する成
分Ａ）及びＢ）からのオリゴマーを少なくとも１種含有する。
【００６２】
好ましくは本発明の化粧用組成物は、少なくとも１種の成分B4）を組み込まれた形態で含
有するオリゴマーを少なくとも１種含有し、この成分B4）は二価または多価アルコールと
、
-不飽和のＣ６からＣ３０カルボン酸の二量体化によって得られる環式及び非環式ジカル
ボン酸、
-脂肪族、環式脂肪族及び芳香族のＣ８からＣ３０ジカルボン酸、
-Ｃ８からＣ３０ヒドロキシカルボン酸、
及びそれらの混合物
から選択される少なくとも１種のカルボン酸
とのエステルから選択される。
【００６３】
好ましい実施形態では、本発明の化粧用組成物は成分Ａ）及びB4）からのオリゴマーを少
なくとも１種含有する。
【００６４】
更なる好ましい実施形態によれば、本発明の化粧用組成物は成分Ａ）及びＢ）のポリマー
を少なくとも１種含有し、ここで成分Ｂ）は成分B4）の化合物を少なくとも１種含有する
。成分Ａ）及びB4）のポリマーを少なくとも１種含有する化粧用組成物は特に好ましい。
【００６５】
　更なる好ましい実施形態では、本発明の化粧用組成物は成分Ａ）、Ｂ）、及びＣ）から
のオリゴマーを少なくとも１種含有する。好ましくはカルボン酸Ｃ）は上記の不飽和のＣ

６からＣ３０カルボン酸の二量体化によって得られる環式及び非環式ジカルボン酸、脂肪
族、環式脂肪族及び芳香族のＣ８からＣ３０ジカルボン酸、Ｃ８からＣ３０ヒドロキシカ
ルボン酸、及びそれらの混合物から選択される。成分Ｃ）はセバシン酸、アゼライン酸、
Ｃ３６-二量体脂肪酸、リシノール酸、ヒドロキシステアリン酸、及びそれらの混合物か
ら選択されるのが特に好ましい。
【００６６】
少なくとも１種のカルボン酸Ｃ）に基づくオリゴマーは成分Ｂ）の官能基によってカルボ
ン酸エステル及び／またはカルボキシアミド基を有する。
【００６７】
好ましくは化粧用組成物は成分Ａ）、B1）、及びＣ）からのオリゴマーを少なくとも１種
含有する。
【００６８】
　以下のようにして得られる成分Ａ）、B1）、及びＣ）のオリゴマーも好ましい：式Ｉ：
 HO-R１-A１-CO-NH-R２-NH-CO-A１-R１-OH （I）
［式中、 Ｒ１はＣ２からＣ１２アルキレン、Ｃ５からＣ８シクロアルキレン、またはア
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リーレンであって、アルキレン基は１個または２個のＣ５からＣ８シクロアルキレンまた
はアリーレン基で中断されていてもよく、 Ｒ２は脂肪族、環式脂肪族または芳香族ジイ
ソシアネートからイソシアネート基の除去後に誘導される基であり、 Ａ１はＯまたはＮ
Ｒ３であり、Ｒ３は水素、Ｃ１からＣ６アルキル、またはＣ５からＣ８シクロアルキルで
ある］
の化合物の少なくとも１種を、不飽和のＣ６からＣ３０カルボン酸の二量体化によって得
られる環式または非環式ジカルボン酸、脂肪族、環式脂肪族及び芳香族のＣ８からＣ３０

ジカルボン酸、Ｃ８からＣ３０ヒドロキシカルボン酸、及びそれらの混合物から選択され
る少なくとも１種のカルボン酸Ｃ）と反応させる。式Ｉにおいて、Ｒ１はＯＨ基の除去に
よってモノステアリン酸グリセロールから誘導される基であってもよい。
【００６９】
好ましくは、化粧用組成物は、成分Ａ）、B1）、及びＣ）のポリマーを少なくとも１種含
有する。
【００７０】
　以下によって得られる成分Ａ）、B1）、及びＣ）のポリマーは好ましい：式I.P：

［式中、 Ｒ１はＣ２-ビスＣ１２-アルキレン、Ｃ５からＣ８シクロアルキレンまたはア
リーレンであって、アルキレン基は１個または２個のＣ５からＣ８シクロアルキレンまた
はアリーレン基で中断されていてもよく、 Ｒ２は脂肪族、環式脂肪族または芳香族ジイ
ソシアネートからイソシアネート基の除去後に誘導される基であり、 各反復単位中のＸ
は一回はＯ、一回はＡ１であり、 Ｙは一回はＯ、一回はＡ１であり、 Ａ１はＯまたはＮ
Ｒ３であり、Ｒ３は水素、Ｃ１からＣ６アルキル、またはＣ５からＣ８シクロアルキルで
あり、 ｎは1から20の整数であり、好ましくは1から5である］
の化合物の少なくとも１種を、不飽和のＣ６からＣ３０カルボン酸の二量体化によって得
られる環式または非環式ジカルボン酸、脂肪族、環式脂肪族及び芳香族Ｃ８からＣ３０ジ
カルボン酸、Ｃ８からＣ３０ヒドロキシカルボン酸、及びそれらの混合物から選択される
少なくとも１種のカルボン酸Ｃ）と反応させる。式I.Pにおいて、Ｒ１はＯＨ基の除去に
よってモノステアリン酸グリセロールから誘導される基であってもよい。
【００７１】
これらの式Iのオリゴマーまたは式I.Pのポリマーを調製するためには、少なくとも１種の
式ＯＣＮ-Ｒ２-ＮＣＯのジイソシアネートＡ）を少なくとも１種の式ＨＯ-Ｒ１-Ａ１-Ｈ
の化合物B1）と反応させるのが好ましい。ここで、基Ｒ１、Ｒ２、及びＡ１は上記と同義
である。
【００７２】
式I及びI.Pの化合物を調製するためには、脂肪族ジイソシアネート、例えばテトラメチレ
ンジイソシアネート、ヘキサメチレンジイソシアネート、及びそれらを含む混合物から選
択されるジイソシアネートＡ）を使用するのが好ましい。
【００７３】
式I及びI.Pの化合物を調製するためには、成分B1）として上に記載したジオール及びアミ
ノアルコールから選択される式ＨＯ-Ｒ１-Ａ１-Ｈのジオール及びアミノアルコールを使
用するのが好ましい。特に好ましいのは脂肪族ジオール及びアミノアルコール、例えば1,
4-ブタンジオール、1,6-ヘキサンジオール、4-アミノブタノール、6-アミノヘキサノール
、及びそれらの混合物である。
【００７４】
ジイソシアネートと式ＨＯ-Ｒ１-Ａ１-Ｈの化合物とのモル比は好ましくは1：1.1から1：
2.5、好ましくは約1：2の範囲である。
【００７５】
本発明の化粧用組成物中に存在する成分Ａ）及びＢ）のオリゴマーは、少なくとも１種の
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ジイソシアネートＡ）をイソシアネート基に対して反応性を有する成分Ｂ）の基と反応さ
せることによって調製する。反応にヒドロキシルを含有する成分Ｂ）を使用する場合、一
般に反応は約40から150℃、好ましくは約70から120℃の範囲の高温で実施する。反応は、
溶媒を使用せずに融解物で、または好適な溶媒もしくは溶媒混合物中で実施することがで
きる。好適な溶媒は非プロトン性極性溶媒、例えばテトラヒドロフラン、酢酸エチル、Ｎ
-メチルピロリドン、ジメチルホルムアミド、そして好ましくはケトン（例えばアセトン
及びメチルエチルケトン）である。組み込まれた形態でヒドロキシルを含有する成分を含
有しないオリゴマーは、アミンを含有する成分Ｂ）をジイソシアネートＡ）と、約0から6
0℃、好ましくは10から50℃の範囲の温度で反応させることによって調製する。上記の溶
媒と同様に、組み込まれた形態でヒドロキシルを含有する成分を含有しないオリゴマーの
調製は水、Ｃ１からＣ４アルコール（例えばメタノール、ｎ-プロパノール、イソプロパ
ノール、ｎ-ブタノール）、そして好ましくはエタノール及びエタノール／水混合物中で
実施できる。好ましくは反応は不活性ガス雰囲気下で、例えば窒素下で実施する。更に、
好ましくは反応は大気圧中で、または高圧下で実施する。好ましくは、成分Ａ）の化合物
のＮＣＯ当量と成分Ｂ）の活性水素原子の当量の比率が約0.3：1から1.1：1、好ましくは
0.4：1から0.9：1の範囲となるような量で成分を使用する。
【００７６】
成分Ａ）、Ｂ）、及びＣ）のオリゴマーの調製は、好ましくは成分Ａ）及びＢ）からの反
応生成物の少なくとも１種を、少なくとも１種のカルボン酸Ｃ）と反応させて実施する。
【００７７】
調製は好ましくは溶媒を添加せずに実施する。好ましくは反応温度は約100から250℃、特
に150から220℃の範囲である。反応の際に生成する反応水を当業者に周知の慣例法、例え
ば蒸留によって除去する。反応は大気圧中で、または、好ましくは減圧下で実施できる。
重縮合反応は、この目的で通常使用される量の触媒を使用することによって促進できる。
好適な触媒は、例えば硫酸、リン酸、アルキル-及びアリールスルホン酸、酸性イオン交
換体、チタン酸テトラブチルなどである。
【００７８】
成分Ａ）、Ｂ）、及びＣ）のオリゴマーは、成分Ａ）及びＢ）の反応生成物の少なくとも
１種を酸Ｃ）の誘導体と反応させることによって調製することもできる。好適な誘導体は
、例えば酸ハロゲン化物、無水物、及びＣ１からＣ４アルカノールとのエステルである。
【００７９】
成分Ａ）、Ｂ）、及びＣ）のオリゴマーの調製において、Ａ）及びＢ）からの反応生成物
とジカルボン酸またはヒドロキシカルボン酸Ｃ）とのモル比は、好ましくは得られるオリ
ゴマーが本質的に遊離のカルボン酸基を含有しないように選択する。
【００８０】
本発明の化粧用組成物に存在するポリマーは一般に、オリゴマーについて上に記載したよ
うに調製する。成分Ａ）及びＢ）の反応は、好ましくは希釈剤を使用せずに、または融解
物で実施する。好ましくは温度は約60から170℃の範囲である。必要により、温度グラジ
エントを使用することができるが、この場合、例えば出発物質をまず約60から100℃の範
囲の温度で約1から8時間反応させ、次いで約100から170℃の範囲の温度で約1から6時間反
応させる。好ましくは反応は不活性ガス雰囲気下で実施する。好ましくは得られるポリマ
ーは遊離のイソシアネート基を含有しない。残存するイソシアネート基は、イソシアネー
ト基に対して反応性を有する基を有する少なくとも１種の化合物との最終反応によって、
不活性化することができる。この目的には、天然または合成の脂肪族アルコール、脂肪族
アミン、またはＣ）とは異なるヒドロキシカルボン酸を使用するのが好ましい。ヒマシ油
も好ましい。
【００８１】
油溶性ポリマーを調製するためには、好ましくは、２つの取りうる合成経路、Syn１及びS
yn２に従って行うことが可能である：
Syn１：
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-少なくとも１種のジカルボン酸、好ましくは二量体脂肪酸を少なくとも１種のジオール
と反応させてポリエステルジオールを得る反応、及び
-ポリエステルジオールを少なくとも１種のジイソシアネートと反応させて油溶性ポリマ
ーを得る反応。
【００８２】
Syn２：
-少なくとも１種のジイソシアネートを少なくとも１種のジオールと反応させてウレタン
含有ジオールまたはポリウレタンジオールを得る反応、及び
-ポリウレタンジオールを少なくとも１種のジカルボン酸、好ましくは二量体脂肪酸と反
応させて油溶性ポリマーを得る反応。
【００８３】
合成経路Syn２が特に好ましい。好ましくは反応は融解物で、または溶媒としてオイル中
で実施する。本発明の油溶性ポリマーを含有する化粧用組成物の調製にも使用されるよう
な化粧品的に適合性のあるオイル中での調製が好ましい。
【００８４】
好ましくは化粧用組成物は成分Ａ）及びB1）のオリゴマーを少なくとも１種含有する。こ
れらのオリゴマーの調製では、成分Ａ）の化合物のＮＣＯ当量と成分B1）の化合物の活性
水素原子の当量の比は約0.3：1から0.9：1の範囲である。好ましくは成分Ａ）及びB1）の
オリゴマーは約500から5,000、特に好ましくは600から3,000、特に700から2,000の範囲の
分子量を有する。
【００８５】
好ましくは化粧用組成物は成分Ａ）及びB2）のオリゴマーを少なくとも１種含有する。こ
れらのオリゴマーの調製では、成分Ａ）の化合物のＮＣＯ当量と成分B2）の活性水素原子
の当量の比率は約0.5：1から1：1、好ましくは0.5：1から0.95：1、特に好ましくは0.5：
1から0.8：1の範囲である。好ましくは成分Ａ）及びB2）のオリゴマーは約500から5,000
、特に好ましくは600から3,000の範囲の分子量を有する。好ましくは成分Ａ）及びB2）の
ポリマーは約15,000まで、特に好ましくは約6,000までの範囲の分子量を有する。
【００８６】
好ましくは化粧用組成物は成分Ａ）及びB3）のオリゴマーを少なくとも１種含有する。こ
れらのオリゴマーの調製では、成分Ａ）の化合物のＮＣＯ当量と成分B3）の活性水素原子
の当量の比率は約0.5：1から0.9：1の範囲である。好ましくはこれらのポリシロキサンは
約300から5,000、好ましくは400から3,000の範囲の数平均分子量を有する。
【００８７】
好ましくは化粧用組成物は成分Ａ）及びB4）のオリゴマーを少なくとも１種含有する。こ
れらのオリゴマーの調製には、成分Ａ）の化合物のＮＣＯ当量と成分B4）の活性水素原子
の当量の比率は約0.4：1から1：1、好ましくは0.4：1から0.95：1、特に好ましくは0.4：
1から0.9：1の範囲である。成分Ａ）及びB4）のオリゴマーの分子量は好ましくは約500か
ら7,000、特に好ましくは600から6,000、特に700から5,000の範囲である。成分Ａ）及びB
4）のポリマーは好ましくは約20,000まで、特に好ましくは約12,000まで、特に約10,000
までの範囲の分子量を有する。
【００８８】
好ましくは化粧用組成物は成分Ａ）、Ｂ）、特に好ましくはB1）、及びＣ）のオリゴマー
を少なくとも１種含有する。これらの反応生成物は好ましくは約500から20,000、好まし
くは600から15,000、特に700から10,000の範囲の分子量を有する。
【００８９】
本発明は更に、上記のような少なくとも１種のジイソシアネートＡ）及び少なくとも１種
の成分B4）を組み込まれた形態で含有するオリゴマーを提供する。
【００９０】
本発明は更に、上記のような少なくとも１種のジイソシアネートＡ）、少なくとも１種の
成分Ｂ）、及び少なくとも１種のジカルボン酸、及び／またはヒドロキシカルボン酸Ｃ）
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を組み込まれた形態で含有するオリゴマーを提供する。
【００９１】
好ましい実施形態では、本発明の化粧用組成物は上記のような少なくとも１種のオリゴマ
ーを別個の成分の形態で含有する。
【００９２】
好ましい実施形態では、オリゴマーまたはポリマーを別個の成分として含有する本発明の
化粧用組成物はヘアトリートメント組成物の形態である。これらには、例えばヘアスプレ
ー、セッティングフォーム、ヘアムース、ヘアゲル、及びシャンプーがある。ヘアトリー
トメント組成物を調製するために好適な成分は、オリゴマーを共重合した形態で含有する
ポリマーに基づくヘアトリートメント組成物に関して以下に詳細に記載する。そこで引用
される成分及び製剤の全体を参照により本明細書に組み入れる。好ましくはヘアトリート
メント組成物は、オリゴマーを組成物の総量に基づいて約0.01から20重量％、好ましくは
0.1から15重量％の範囲の量で含有する。一般に、上記のオリゴマーに基づく毛髪用化粧
品は、これらの添加物を含有しない相当する製品と比較して、より良好なフィルム特性、
例えば低粘着性を有する。一般に本発明の組成物では、従来の組成物で得られるより良好
な柔軟性が得られる。従って、本発明の組成物で処理した毛髪は一般に良好なしなやかさ
及び／または櫛通り（combability）を有する。
【００９３】
ヘアセッティング組成物を調製するためには、成分Ａ）及びB1）のオリゴマーを使用する
のが好ましい。
【００９４】
更なる好ましい実施形態では、本発明の化粧用組成物はオイルを含有する、または脂肪を
含有する化粧品の形態である。これらには、例えばクリーム、マスカラ、アイメイクアッ
プ、フェースメイクアップ、化粧用オイル、ベビーオイル、バスオイル、化粧落とし、ス
キン・モイスチャライザー、日焼け止め、リップケア組成物、水を使わないハンドクレン
ザー、医薬用軟膏などがある。
【００９５】
本発明のオイル含有または脂肪含有化粧用組成物は、例えば以下から選択されるオイルま
たは脂肪成分を含有する：低極性炭化水素、例えば、鉱油、直鎖飽和炭化水素（例えばテ
トラデカン、ヘキサデカン、オクタデカンなど）；環状炭化水素（例えばデカヒドロナフ
タレン）；分枝鎖炭化水素；エステル、好ましくは脂肪酸のエステル（例えばＣ１からＣ

２４モノアルコールとＣ１からＣ２２モノカルボン酸とのエステル、例えばイソステアリ
ン酸イソプロピル、ミリスチン酸ｎ-プロピル、ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン
酸ｎ-プロピル、パルミチン酸イソプロピル、パルミチン酸ヘキサコサニル（hexacosanyl
）、パルミチン酸オクタコサニル（octacosanyl）、パルミチン酸トリアコンタニル、パ
ルミチン酸ドトリアコンタニル（dotriacontanyl）、パルミチン酸テトラトリアコンタニ
ル、ステアリン酸ヘキサコサニル、ステアリン酸オクタコサニル、ステアリン酸トリアコ
ンタニル、ステアリン酸ドトリアコンタニル、ステアリン酸テトラトリアコンタニル；サ
リチレート（例えばＣ１からＣ１０サリチレート、例えばサリチル酸オクチル）；ベンゾ
エートエステル（例えばＣ１０からＣ１５安息香酸アルキル、安息香酸ベンジル）；他の
化粧品用エステル（例えば脂肪酸トリグリセリド、モノラウリン酸プロピレングリコール
、モノラウリン酸ポリエチレングリコール、ヒマシ油、Ｃ１０からＣ１５アルキルの乳酸
エステル）など。本発明のオイル含有または脂肪含有化粧用組成物は一般にこれらの成分
を少なくとも0.1、好ましくは少なくとも0.2、特に少なくとも0.5重量％の量で含有する
。好適な量は、例えば組成物の総重量に基づいて約0.1から99.9重量％、好ましくは1から
99.9重量％、特に好ましくは10から90重量％、特に20から80重量％である。
【００９６】
本発明のオイル含有または脂肪含有化粧用組成物は一般に上記のオリゴマー及びポリマー
、またはその反応生成物を組成物の総量に基づいて約0.1から50重量％、好ましくは0.2か
ら40重量％、特に好ましくは0.2から30重量％、特に0.5から10重量％の量で含有する。
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【００９７】
更に、オイル含有または脂肪含有化粧用組成物は助剤及び／または添加剤、例えば乳化剤
、過脂肪剤、安定化剤、ワックス、膨張剤、増粘剤、シリコーン化合物、生体活性成分、
フィルム形成剤、保存剤、ハイドロトロピー剤、可溶化剤、UV吸収剤、色素、及び香料な
どを含有できる。
【００９８】
本発明のオイル含有または脂肪含有化粧用組成物を調製するためには、少なくとも１種の
ジイソシアネートＡ）、及び成分B2）からB4）から選択される少なくとも１種の成分Ｂ）
を、組み込まれた形態で含有するオリゴマーを使用するのが好ましい。オイル含有または
脂肪含有組成物を調製するためには、成分Ａ）、Ｂ）、好ましくはB1）、及びＣ）のオリ
ゴマーを使用するのも好ましい。
【００９９】
上記のオリゴマーに基づく新規のオイルまたは脂肪を含有する化粧品のレオロジー特性及
び粘稠度は一般に広範囲で調整できる。化粧用組成物の基本的な粘稠度により、一般にオ
リゴマーの供給量によって低粘性から固体粘稠度まで特性を変化させることができる。従
って皮膚用化粧品は有利には低粘性オイルまたは脂肪含有成分を高割合で含有するように
調製できる。
【０１００】
記載するオリゴマーは、好都合なことにゲルを調製するのに好適である。「ゲル」という
用語は一般に、液体より高い粘性を有し、自己支持性である、すなわち形状安定化コーテ
ィングなしで所定の形状を保持する製剤を意味する。ゲルを調製するためには、室温で液
体である上記のオイル成分の全てが一般に好適である。好都合なことに、上記のオリゴマ
ーに基づくゲルは一般に透明である。それらを慣例的な添加剤と共に調製して本発明の化
粧用組成物、例えばリップケア組成物、脱臭剤、制汗剤、メイクアップなどを得ることが
できる。好都合なことに、記載するオリゴマーを使用してゲルに基づく化粧品以外の製品
を調製することもできる。これらには、例えば自動車用のワックス及びつや出し剤、ロウ
ソク、家具用のつや出し剤、皮革ケア組成物、金属クリーナー、家庭用クリーナーなどが
ある。
【０１０１】
記載するオリゴマーは、好都合なことに慣例的なＯ／Ｗ及びＷ／Ｏ製剤（例えばクリーム
）の調製にも好適であり、この場合、一般にこれらは油相または水相のいずれにおいても
使用しうる。
【０１０２】
本発明は更に、上記のようなオリゴマー及びその反応生成物を、医薬用及び化粧用製品の
成分として、好ましくは皮膚または毛髪のトリートメントのための化粧用製品に使用して
低極性化合物に基づく組成物のレオロジー特性を改変したり、そして水溶性または水分散
性ポリウレタンの調製のための中間体として使用したりすることを提供する。
【０１０３】
本発明は更に、上記のようなオリゴマー及びその反応生成物の、非吸着性表面（好ましく
は金属、プラスチック、合成織物繊維、及びガラス）、及び吸着性表面（好ましくは木、
紙、木綿、及び皮革）のためのコーティング及びトリートメント組成物として、またはそ
れらに混合しての使用も提供する。
【０１０４】
前記オリゴマーは低極性の液体、好ましくは油の増粘剤として特に好適である。総重量に
基づいて多くて5重量％の割合のウレタン及び／または尿素基を含有するオリゴマーを油
の増粘剤として使用するのが好ましい。好ましくはこれらの成分は非シリコーン含有油と
高度の相容性を有する。それらは一般にシリコーン油、非シリコーン含有油、またはそれ
らの混合物に可溶性である。好都合なことに、得られる溶液は一般に透明である。好都合
なことに、透明な化粧品製剤は、例えば既に着色しているものより容易に着色できる。上
記のオリゴマー及びその反応生成物は個人用のケア製品、例えば化粧用製品、例えばアイ



(17) JP 4763950 B2 2011.8.31

10

20

30

40

50

・メークアップ、フェース・メークアップ、ベビーオイル、バスオイル、化粧落とし、ス
キン・モイスチャライザー、日焼け防止剤、リップケア組成物、水を使用しないハンドク
レンザー、化粧用ジェル、軟膏、ワックス、医薬軟膏、香料、及び坐薬に使用するのに好
適である。それらは好都合なことに毛髪用化粧用製品、例えばヘア・スプレー、セッティ
ング・フォーム、ヘア・ムース、ヘア・ジェル、及びシャンプーの調合にも好適である。
更にそれらは装飾用化粧品、特にマスカラ及びアイシャドーに使用するのに好ましい。更
に、上記のオリゴマー及びその反応生成物を家庭用製品、例えば自動車用のワックス及び
つや出し剤、ロウソク、家具用のつや出し剤、金属用クリーナー及び金属用つや出し剤、
家庭用クリーナー、顔料除去剤、及び殺虫剤の担体物質に便宜に使用することができる。
更にそれらは技術用製品または工業用製品、例えば燃料、グリース、はんだ用ペースト、
錆防止剤、及びインクジェット・プリンター・カートリッジへの使用に好適である。
【０１０５】
上記の油溶性ポリマーは特に疎水性化合物に基づく化粧用組成物の調製に好適である。
【０１０６】
従って、本発明は更に以下を含有する化粧用組成物を提供する：
ｉ）組み込まれた形態で以下を含有する少なくとも１種の油溶性ポリウレタン：
Ａ）少なくとも１種のジイソシアネート、
Ｂ）以下から選択される、イソシアネート基に対して反応性を有する基を少なくとも２個
有する少なくとも１種の化合物：
Ｂ１）脂肪族及び環式脂肪族ポリオール、ポリアミン、及び／またはアミノアルコール、
Ｂ２）ポリエーテルオール及び／またはジアミノポリエーテル、
Ｂ３）1分子当たり少なくとも２個の活性水素原子を有するポリシロキサン、
Ｂ４）ポリエステルポリオール、
及びそれらの混合物、並びに
Ｃ）場合により、少なくとも１種のジカルボン酸及び／またはヒドロキシカルボン酸、
ii）少なくとも１種の化粧品として適合する疎水性化合物、
iii）場合により、ii）とは異なる少なくとも１種の化粧品用活性物質、そしてiv）場合
により、少なくとも１種の添加剤。
【０１０７】
成分ｉ）として使用される油溶性ポリウレタンに関しては、ポリマーについての上の記述
を参照する。
【０１０８】
成分Ａ）は好ましくは脂肪族ジイソシアネート（例えばテトラメチレンジイソシアネート
、ヘキサメチレンジイソシアネートなど）から選択される。ヘキサメチレンジイソシアネ
ートを使用するのが特に好ましい。
【０１０９】
成分Ｂ）は好ましくは少なくとも１種のポリエステルポリオールＢ４）を含有する。好ま
しくは成分Ｂ）は、二価または多価アルコールと少なくとも１種の環式または非環式ジカ
ルボン酸（Ｃ6からＣ30の不飽和カルボン酸の二量体化によって得られる）との少なくと
も１種のエステルを含有するポリエステルポリオールＢ４）から選択される。
【０１１０】
成分ii）の疎水性化合物は、本質的に水不溶性の（疎水性の）化粧品として許容される油
または脂肪成分から選択される。これらは好ましくは水不溶性の液体を含む。“水不溶性
”とは、一般に20℃で多くても1ｇ／ｌしか水に溶解しないことを意味すると理解される
。成分ii）の疎水性化合物は好ましくは以下から選択される：
Ｉ）油、好ましくは鉱油、完全合成油、植物油、動物起源の油、及び精油、脂肪、飽和非
環式及び環式炭化水素、モノカルボン酸と一価、二価、または三価アルコールとのエステ
ル、シリコーン油、及びそれらの混合物、
II）Ｉ）とは異なる合成ポリエチレンワックス、
III）ワセリン、
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ならびにそれらの混合物。
【０１１１】
油及び／または脂肪成分Ｉに関しては、上記のものを参照する。
【０１１２】
成分IIの化合物は好ましくは、組み込まれたエチレン単位の割合またはポリエチレンの割
合が成分IIの化合物の総重量に基づいて少なくとも60重量％であるポリエチレンワックス
及びワックス混合物から選択される。好適なポリエチレンワックスの例はホモ重合ポリエ
チレンワックス、微細ポリエチレンワックス、共重合ポリエチレンワックス、酸化ポリエ
チレンワックス、ポリエチレンワックスと更なるワックス（例えばポリエーテルワックス
、モンタン酸ワックス、モンタン酸エステルワックスなど）との混合物である。好ましく
は共重合ポリエチレンワックスはコモノマーとしてアクリル酸または酢酸ビニルを含有す
る。好適な市販されているポリエチレンワックスはBASF AktiengesellschaftのLuwax（登
録商標）グレードである。粉状及び顆粒のホモ重合ポリエチレンワックス（例えばLuwax
（登録商標）Ａ及びAHグレード）、共重合顆粒ポリエチレンワックス（Luwax（登録商標
）EAS及びEVAグレード）、及びそれらの混合物を使用するのが特に好ましい。
【０１１３】
成分（III）として好適なのは天然、合成、及びスラックワックスワセリンである。また
これらは、CTFA名で“ペトロラタム”と呼ばれる製品、及び米国で主に“ペトロラタム・
ジェリー”と呼ばれる製品も含む。可能な限り最も均一な粘着性及び抵抗性を有する層を
形成する能力のあるワセリンを使用するのが好ましい。これらには、好ましくは固体含量
が低く、そして／または粘性が高いグレードが挙げられる。DAB 10（ドイツ薬局方10）に
記載されるグレードを使用するのが好ましい。
【０１１４】
疎水性化合物が少なくとも１種の成分II）及び／またはIII）を含有する化粧用組成物が
好ましい。
【０１１５】
好適な化粧品用活性物質iii）は上記のものである。これらには、好ましくはビタミン、
色素、顔料、UV吸収剤、ケア成分、植物抽出物、天然油（例えばオリーブ油、パーム油、
扁桃油、またはそれらの混合物）などがある。
【０１１６】
好適な添加剤iv）は上記のものである。これらには特に乳化剤、過脂肪剤、安定化剤、ワ
ックス、増調剤、増粘剤、シリコーン化合物、生体活性成分、フィルム形成剤、保存剤、
ヒドロトロピー剤、可溶化剤、UV吸収剤、色素及び芳香剤、殺菌剤、香料、ハンド・モデ
ィファイアー（hand modifiers）などがある。
【０１１７】
本発明は更に、低極性化合物に基づく組成物のレオロジー特性を改変するために、好まし
くは皮膚または毛髪のトリートメントのための化粧用製品において、上記の油溶性ポリウ
レタンを化粧用油、ポマード、軟膏、及びワックスのベースとして、またはそれらに混合
して使用したり、医薬用及び化粧用製品の成分としてＯ／Ｗ及びＷ／Ｏエマルションを調
製したり、非吸着性表面（好ましくは金属、プラスチック、合成織物繊維、及びガラス）
、及び吸着性表面（好ましくは木、紙、木綿、及び皮革）のためのコーティング及びトリ
ートメント組成物として、またはそれらに混合して使用したり、低極性の液体の増粘剤と
して使用したりすることを提供する。
【０１１８】
記載するポリマーとは対照的に、上記のオリゴマーは常にヒドロキシル基、一級アミノ基
、及び二級アミノ基から選択される官能基を少なくとも２個含有する必要がある。それら
は、これらのオリゴマーを組み込まれた形態で反復単位として含有するセグメント化され
たポリウレタンを構築するのに便宜であり好適である。
【０１１９】
従って本発明は更に、少なくとも１種の上記のオリゴマー、少なくとも１種の低分子量の
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鎖伸長物質、少なくとも１個のイオノゲン基及び／またはイオン基（親水性または分散活
性のある）を含有する少なくとも１種の化合物、及び少なくとも１種のジイソシアネート
を含有する、セグメント化されたポリウレタンを提供する。
【０１２０】
上記のオリゴマーに基づくポリウレタンは水溶性または水分散性である。
【０１２１】
上記のオリゴマーは水溶性または水分散性ポリウレタンの調製のための成分として特に好
適である。本発明は更に以下の水溶性または水分散性ポリウレタンを提供する：
ａ）少なくとも１種の上記のオリゴマー、
ｂ）56から600の範囲の分子量を有し、分子当たり２個の活性水素原子を含有する少なく
とも１種の化合物、
ｃ）分子当たり２個の活性水素原子ならびに少なくとも１個のイオノゲン基及び／または
イオン基を含有する少なくとも１種の化合物、
ｄ）場合により、分子当たり少なくとも２個の活性水素原子を含有する少なくとも１種の
ポリマー、
ｅ）少なくとも１種のジイソシアネート。
【０１２２】
本発明にかかるポリウレタンは、少なくとも１種の上記オリゴマー成分ａ）を組み込まれ
た（共重合の）形態で含有する。
【０１２３】
成分ｂ）は好ましくはジオール、ジアミン、アミノアルコール、またはそれらの混合物で
ある。これらの化合物の分子量は好ましくは約56から500の範囲である。場合により、該
化合物の３ｍｏｌ％までをトリオールまたはトリアミンで置換できる。
【０１２４】
成分ｂ）としてジオールを使用するのが好ましい。使用できるジオールは、例えばエチレ
ングリコール、プロピレングリコール、ブチレングリコール、ネオペンチルグリコール、
シクロヘキサンジメチロール、ジ-、トリ-、テトラ-、ペンタ-、またはヘキサエチレング
リコール、及びそれらの混合物である。ネオペンチルグリコール、モノステアリン酸グリ
セロール、及び／またはシクロヘキサンジメチロールを使用するのが好ましい。
【０１２５】
好適なアミノアルコールｂ）は、例えば2-アミノエタノール、2-（Ｎ-メチルアミノ）エ
タノール、3-アミノプロパノール、4-アミノブタノール、1-エチルアミノブタン-2-オー
ル、2-アミノ-2-メチル-1-プロパノール、4-メチル-4-アミノペンタン-2-オールなどであ
る。
【０１２６】
好適なジアミンｂ）は、例えばエチレンジアミン、プロピレンジアミン、1,4-ジアミノブ
タン、1,5-ジアミノペンタン、及び1,6-ジアミノヘキサンである。
【０１２７】
また、好適なジアミンｂ）は式Ｒa-ＮＨ-(ＣＨ2)2-3-ＮＨ2のジアミンであり、式中、Ｒa

はＣ8からＣ22のアルキルまたはＣ8からＣ22のアルケニルであり、ここでアルキレン基は
１、２、または３個の隣接しない二重結合を有することができる。これらのジアミンｂ）
の分子量は好ましくは約160から400の範囲である。
【０１２８】
他の好適なジアミンｂ）で慣例的に鎖伸長物質として使用されるものは、例えばヘキサメ
チレンジアミン、ピペラジン、1,2-ジアミノシクロヘキサン、1,3-ジアミノシクロヘキサ
ン、1,4-ジアミノシクロヘキサン、ネオペンタンジアミン、4,4'-ジアミノジシクロヘキ
シルメタンなどである。
【０１２９】
好適な化合物ｃ）は分子当たり２個の活性水素原子と少なくとも１個のイオノゲン基及び
／またはイオン基を含有し、これらの基はアニオノゲン性、アニオン性、カチオノゲン性
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【０１３０】
分子当たり２個の活性水素原子及び少なくとも１個のアニオノゲン基及び／またはアニオ
ン基を含有する好ましい化合物ｃ）は、例えばカルボキシラート基及び／またはスルホネ
ート基を含有する化合物である。特に好ましい成分ｃ）は、2,2-ヒドロキシメチルアルキ
ルカルボン酸（例えばジメチロールプロパン酸）、及び2,2-ヒドロキシメチルアルキルカ
ルボン酸（例えばジメチロールプロパン酸）を含有する混合物である。
【０１３１】
アニオノゲン基またはアニオン基を含有する好適なジアミン及び／またはジオールｃ）は
以下の式で表される化合物である：

［式中、Ｒはそれぞれの場合でＣ2からＣ18のアルキレン基であり、ＭｅはＮａまたはＫ
である。］
成分ｃ）として以下の式で表される化合物：
H2N(CH2)w-NH-(CH2)x-COO

-M+

H2N(CH2)w-NH-(CH2)x-SO3
-M+

（式中、ｗ及びｘは互いに独立して1から8、特に1から6の整数であり、ＭはＬｉ、Ｎａ、
またはＫである）を使用することも可能であるし、さらに、次の式で表される化合物：
H2N(CH2CH2O)y(CH2CH(CH3)O)z(CH2)w-NH-(CH2)x-SO3

-M+

［式中、ｗ及びｘは上記の通りであり、ｙ及びｚは互いに独立して0から50の整数であり
、２個の変数ｙまたはｚの少なくとも一方は＞0である。アルキレンオキシド単位の順序
は任意である］
を使用することも可能である。最後に挙げた化合物は好ましくは約400から3,000の範囲の
数平均分子量を有する。この種の好適な化合物は、例えばRaschigのPoly ESP 520である
。
【０１３２】
ポリウレタンは、分子当たり２個の活性水素原子及び少なくとも１個のカチオノゲン基及
び／またはカチオン基、好ましくは少なくとも１個の窒素含有基を有する化合物ｃ）を、
組み込まれた形態で含有することもできる。窒素含有基は好ましくは三級アミノ基または
四級アンモニウム基である。例えば以下の式の化合物が好ましい：
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［式中、
-　Ｒ7及びＲ8は同一であっても異なってもよいが、Ｃ2からＣ8のアルキレンであり、
-　Ｒ9、Ｒ12、及びＲ13は同一であっても異なってもよいが、Ｃ1からＣ6のアルキル、フ
ェニル、またはフェニル-Ｃ1-Ｃ4-アルキルであり、
Ｒ10及びＲ11は同一であっても異なってもよいが、ＨまたはＣ1からＣ6のアルキルであり
、
ｏは1、2、または3であり、
Ｘ-はクロライド、ブロマイド、ヨージド、Ｃ１からＣ６の硫酸アルキル、またはＳＯ4

2-

／2である。］
Ｎ-(Ｃ1～Ｃ6-アルキル)ジエタノールアミン（例えばメチルジエタノールアミン）及びＮ
-アルキル-ジアルキレントリアミン（例えばＮ-メチル-ジプロピレントリアミン）が特に
好ましい。好ましくはこれらを成分ｃ）としてジメチロールプロパン酸と組み合わせる。
【０１３３】
さらに成分ｃ）として好適なのは、アニオン及び／もしくはアニオノゲン基を含有する２
種以上の上記化合物、カチオン及び／もしくはカチオノゲン基を含有する２種以上の上記
化合物、またはアニオンもしくはアニオノゲン基を含有する少なくとも１種の上記化合物
とカチオンもしくはカチオノゲン基を含有する少なくとも１種の上記化合物とを含有する
混合物、を含有する混合物である。例えばジメチロールプロパン酸及びＮ-メチルジエタ
ノールアミンを含有する混合物を使用するのが好ましい。好ましい実施形態では、ポリウ
レタンはイオノゲン及び／またはイオン基として、アニオノゲン及び／またはアニオン基
を主として、またはそれのみを含有する。更なる好ましい実施形態では、ポリウレタンは
イオノゲン性及び／またはイオン基として、カチオノゲン及び／またはカチオン基を主と
して、またはそれのみを含有する。従って好ましくはポリウレタンは、主として、好まし
くは成分ｃ）の総量に基づいて少なくとも80重量％の量で、特に少なくとも90重量％の量
で、アニオノゲン性（アニオン性）化合物またはカチオノゲン性（カチオン性）化合物の
いずれかを含有する成分ｃ）を組み込まれた形態で含有する。
【０１３４】
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成分ｄ）は好ましくは、約300から5,000、好ましくは約400から4,000、特に500から3,000
の範囲の数平均分子量を有するポリマーである。使用してもよいポリマーｄ）は、例えば
ポリエステルジオール、ポリエーテルオール、ポリシロキサン、及びそれらの混合物であ
る。ポリエーテルオールは、好ましくはポリアルキレングリコール（例えばポリエチレン
グリコール、ポリプロピレングリコール、ポリテトラヒドロフランなど）、エチレンオキ
シドとプロピレンオキシドのコポリマー、またはエチレンオキシド、プロピレンオキシド
、及びブチレンオキシドのブロックコポリマーであって、アルキレンオキシドをランダム
な分布で、またはブロック状の形態で組み込まれた形態にて含有するものである。ポリア
ルキレンオキシドをアンモニアでアミノ化して製造できるα,ω-ジアミノポリエーテルも
好適である。ポリエステルジオールまたはそれらを含有する混合物を成分ｄ）として使用
するのは好ましい。
【０１３５】
好適なポリテトラヒドロフランｄ）は、酸触媒（例えば硫酸またはフルオロ硫酸）の存在
下でテトラヒドロフランをカチオン重合させることによって製造することができる。その
ような製造過程は当業者に周知である。
【０１３６】
好ましいポリエステルジオールｄ）は約400から5,000、好ましくは500から3,000、特に60
0から2,000の範囲の数平均分子量を有する。
【０１３７】
好適なポリエステルジオールは、通常ポリウレタンの製造に使用される全てのものであり
、特に芳香族ジカルボン酸（例えばテレフタル酸、イソフタル酸、フタル酸、スルホイソ
フタル酸ナトリウムまたはスルホイソフタル酸カリウムなど）に基づくもの、脂肪族ジカ
ルボン酸（例えばアジピン酸またはコハク酸など）に基づくもの、及び環式脂肪族ジカル
ボン酸（例えば1,2-、1,3-、または1,4-シクロヘキサンジカルボン酸）に基づくものであ
る。特に好適なジオールは脂肪族ジオール、例えばエチレングリコール、プロピレングリ
コール、1,6-ヘキサンジオール、ネオペンチルグリコール、ジエチレングリコール、ポリ
エチレングリコール、ポリプロピレングリコール、1,4-ジメチロールシクロヘキサンであ
る。
【０１３８】
芳香族ジカルボン酸、脂肪族ジカルボン酸、及び脂肪族ジオールに基づくポリエステルジ
オール、特に芳香族ジカルボン酸が全ジカルボン酸含量の10～95ｍｏｌ％、特に40～90ｍ
ｏｌ％を占めるもの（残りは脂肪族ジカルボン酸である）が好ましい。
【０１３９】
特に好ましいポリエステルジオールは以下の反応生成物である：フタル酸／ジエチレング
リコール、イソフタル酸／1,4-ブタンジオール、イソフタル酸／アジピン酸／1,6-ヘキサ
ンジオール、5-ＮａＳＯ３-イソフタル酸／フタル酸／アジピン酸／1,6-ヘキサンジオー
ル、アジピン酸／エチレングリコール、イソフタル酸／アジピン酸／ネオペンチルグリコ
ール、イソフタル酸／アジピン酸／ネオペンチルグリコール／ジエチレングリコール／ジ
メチロールシクロヘキサン、及び5-ＮａＳＯ３-イソフタル酸／イソフタル酸／アジピン
酸／ネオペンチルグリコール／ジエチレングリコール／ジメチロールシクロヘキサン、イ
ソフタル酸／アジピン酸、ネオペンチルグリコール／ジメチロールシクロヘキサン。
【０１４０】
また成分ｄ）として好ましいのは、成分Ｂ４）として既に上記したポリエステルジオール
であり、これは直鎖または分枝鎖のＣ８-からＣ３０-のジ-またはポリカルボン酸及びＣ

８-からＣ３０-のヒドロキシカルボン酸に基づくものである。好ましいカルボン酸及びヒ
ドロキシカルボン酸は、例えばアゼライン酸、ドデカン二酸、スベリン酸（subaric acid
）、ピメリン酸、セバシン酸、テトラデカン二酸、クエン酸、レシノール酸、ヒドロキシ
ステアリン酸、及びそれらの混合物である。これらのポリエステルジオールの調製に使用
されるジオール成分は、好ましくは1,4-ブタンジオール、1,5-ペンタンジオール、1,6-ヘ
キサンジオール、ネオペンチルグリコール、1,4-ジメチロールシクロヘキサン、ジエチレ
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ングリコール、モノステアリン酸グリセロール、及びその混合物である。
【０１４１】
上記のポリシロキサンＢ３）もまた成分ｄ）として好ましい。好ましくは、成分ａ）また
はｄ）の一方だけがポリシロキサンを含有する。
【０１４２】
成分ｄ）はまた、好ましくは以下から選択される式IVのジアミノポリエーテルシロキサン
である：
-　式IV.1の反復単位を有するポリシロキサン

［
式中、
ａは0から100の整数であり、
ｂは1から8の整数であり、
Ｒ１３及びＲ１４は互いに独立してＣ１-からＣ８-のアルキレンであり、
アルキレンオキシド単位の順序は任意であり、ｖ及びｗは互いに独立して0から200の整数
であり、ｖ＋ｗの合計は＞0である］、
-　式IV.2のポリシロキサン

［式中、
Ｒ１５はＣ１-からＣ８-のアルキレンラジカルであり、
Ｒ１６及びＲ１７は互いに独立して水素、Ｃ１-からＣ８-のアルキル、またはＣ５-から
Ｃ８-のシクロアルキルであり、
シロキサン単位の順序は任意であり、ｃ、ｄ、及びｅは互いに独立して0から100であり、
ｃ＋ｄ＋ｅの合計は少なくとも3であり、
ｆは2から8の整数であり、
Z１は式Vのラジカルであり、
-Ｒ１８-(CH２CH２Ｏ)ｇ(CH２CH(CH３)O)ｈ-Ｒ１９　　（V）
（式中、アルキレンオキシド単位の順序は任意であり、g及びｈは互いに独立して0から20
0の整数であり、ｇ＋ｈの合計は＞0であり、
Ｒ１８はＣ１-からＣ８-のアルキレンラジカルであり、そして
Ｒ１９は水素またはＣ１-からＣ８-のアルキルラジカルである）］、
並びにそれらの混合物。
【０１４３】
好ましくは、式IV.1において、Ｒ１３及びＲ１４は互いに独立してＣ２-からＣ４-のアル
キレンラジカルである。特に、Ｒ１３及びＲ１４は互いに独立してＣ２-からＣ３-のアル
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キレンラジカルである。
【０１４４】
式IV.1の化合物の分子量は、好ましくは約300から100,000の範囲である。
【０１４５】
式IV.1において、ａは、好ましくは1から20、例えば2から10の整数である。
【０１４６】
式IV.1の化合物におけるアルキレンオキシド単位の総数、すなわちｖ＋ｗの合計は、好ま
しくは約3から200、好ましくは5から180の範囲である。
【０１４７】
好ましくは、（CH３）３SiO、H、Ｃ１-からＣ８-のアルキル、及びそれらの混合物から選
択される式IV.1の反復単位を有するポリシロキサンの末端基である。
【０１４８】
好適な式IV.1のアルコキシル化シロキサンアミンは、例えば国際特許公報WO97/32917号に
記載されており、その全内容を本明細書に参照する。市販されている化合物は、一例とし
てはWitcoのSilsoft（登録商標）製品、例えばSilsoft（登録商標）A-843である。
【０１４９】
好ましくは、式IV.2においてラジカルＲ１５はＣ２-からＣ４-のアルキレンラジカルであ
る。
【０１５０】
好ましくは、式IV.2においてＲ１６及びＲ１７は互いに独立して水素またはＣ１-からＣ

４-のアルキルである。
【０１５１】
好ましくはｃ＋ｄ＋ｅの合計は、式IV.2の化合物の分子量が約300から100,000、好ましく
は500から50,000の範囲になるように選択される。
【０１５２】
好ましくは、式Vのラジカルにおけるアルキレンオキシド単位の総数、すなわちｇ＋ｈの
合計は約3から200、好ましくは5から80の範囲である。
【０１５３】
好ましくは、式VにおいてラジカルＲ１８はＣ２-からＣ４-のアルキルである。
【０１５４】
好ましくは、式VにおいてラジカルＲ１９は水素またはＣ１-からＣ４-のアルキルである
。
【０１５５】
好適な式IV.2の化合物は、例えばWitcoのSilsoft（登録商標）A-858である。
【０１５６】
成分ｅ）は、慣例的な脂肪族、環式脂肪族、及び／または芳香族ジイソシアネート、例え
ばテトラメチレンジイソシアネート、ヘキサメチレンジイソシアネート、メチレンジフェ
ニルジイソシアネート、2,4-及び2,6-トリレンジイソシアネート並びにそれらの異性体混
合物、o-、m-、及びp-キシリレンジイソシアネート、1,5-ナフチレンジイソシアネート、
1,4-シクロへキシレンジイソシアネート、ジシクロヘキシルメタンジイソシアネート、並
びにそれらの混合物であり、特にイソホロンジイソシアネート、ヘキサメチレンジイソシ
アネート、及び／またはジシクロヘキシルメタンジイソシアネートである。必要により、
3ｍｏｌ％までの該化合物をトリイソシアネートで置換してもよい。
【０１５７】
本発明にかかるポリウレタンの調製は、少なくとも１つのオリゴマーａ）並びに成分ｂ）
及びｃ）、そして必要によりｄ）の化合物を、ジイソシアネート成分ｅ）と反応させるこ
とによって行う。ここで、成分ｅ）のNCO当量と成分ａ）～ｄ）の活性水素原子の当量の
比率は、一般に約0.6：1～1.4：1、好ましくは0.8：1～1.2：1、特に0.9：1～1.1：1の範
囲である。反応は、好ましくは溶媒を使用しないで、または好適な不活性溶媒もしくは溶
媒混合物中で実施できる。好適な溶媒は、非プロトン性極性溶媒、例えばテトラヒドロフ
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ラン、酢酸エチル、Ｎ-メチルピロリドン、ジメチルホルムアミド、そして好ましくはケ
トン（例えばアセトン及びメチルエチルケトン）である。好ましくは、反応は不活性ガス
雰囲気下で、例えば窒素下で実施する。更に、好ましくは、反応は大気圧中で、または高
圧下で実施する。成分ａ）～ｄ）がヒドロキシル含有化合物を含有する場合、反応温度は
好ましくは約50～150℃の範囲である。その場合、反応は好ましくは活性水素原子を含有
しない溶媒または溶媒混合物中で実施する。ケトン、例えばアセトン、メチルエチルケト
ン、及びそれらの混合物を使用するのが好ましい。成分ａ）～ｄ）として、イソシアネー
ト基に対して反応性を有する基として第１級及び／または二級アミノ基を有する化合物の
みを、またはこれを主に使用する場合、反応温度は、好ましくは約5～80℃、特に好まし
くは5～40℃の範囲である。その場合、必要により、反応は、活性水素原子を含有しても
よい溶媒または溶媒混合物中で実施できる。上記のものに加え、アルコール（例えばメタ
ノール及びエタノール）、アルコールと水の混合物、並びにアルコールと上記のケトンの
混合物を使用するのが好ましい。得られるポリウレタンがなお遊離のイソシアネート基を
有する場合、アミン、好ましくはアミノアルコールを添加してこれを不活性化する。好適
なアミノアルコールは、上記のもの、好ましくは2-アミノ-2-メチル-1-プロパノールであ
る。
【０１５８】
本発明にかかるポリウレタンの調製に使用されるオリゴマーａ）は、既に記載されている
ような好適な実施形態に従って、ポリウレタンの調製に使用するのに先立って、慣例的な
方法で独立して調製し、単離し、そして／または精製することができる。
【０１５９】
好ましい実施形態によれば、オリゴマーａ）の調製及び本発明にかかるポリウレタンの調
製は、中間体の単離を行わずに実施する。好ましくは２つの反応を同じ反応容器内で順次
行う。
【０１６０】
好ましくは、ポリウレタンは以下のものをコポリマーの形態で含有する：
-　0.3～50重量％、好ましくは0.5～40重量％の少なくとも１つのオリゴマーａ）、
-　0.5～25重量％、好ましくは1～20重量％の少なくとも１つの成分ｂ）、
-　0.5～50重量％、好ましくは3～45重量％の少なくとも１つの成分ｃ）、
-　0～25重量％、好ましくは0.01～15重量％の少なくとも１つの成分ｄ）、
-　25～60重量％、好ましくは35～53重量％の少なくとも１つの成分ｅ）。
【０１６１】
酸性基を含有するポリウレタンは、塩基で部分的または完全に中和しうる。アミン基を含
有するポリウレタンは、部分的または完全にプロトン付加または四級化しうる。
【０１６２】
得られるポリウレタンの塩は、一般に中和していないポリウレタンより良好な水溶性また
は水中での分散性を有する。ポリウレタンの中和に使用できる塩基は、アルカリ金属塩基
（例えば水酸化ナトリウム溶液、水酸化カリウム溶液、炭酸ナトリウム、炭酸水素ナトリ
ウム、炭酸カリウム、または炭酸水素カリウム）、及びアルカリ土類金属塩基（例えば水
酸化カルシウム、酸化カルシウム、水酸化マグネシウム、または炭酸マグネシウム）、そ
してアンモニア及びアミンである。好適なアミンは、例えばＣ１-からＣ６-のアルキルア
ミン、好ましくはｎ-プロピルアミン及びｎ-ブチルアミン、ジアルキルアミン、好ましく
はジエチルプロピルアミン及びジプロピルメチルアミン、トリアルキルアミン、好ましく
はトリエチルアミン及びトリイソプロピルアミン、Ｃ１-からＣ６-のアルキルジエタノー
ルアミン、好ましくはメチルまたはエチルジエタノールアミン及びジ-Ｃ１-Ｃ６-アルキ
ルエタノールアミン、並びにグルカミン及びメチルグルカミンである。2-アミノ-2-メチ
ル-1-プロパノール、ジエチルアミノプロピルアミン、及びトリイソプロパノールアミン
は、酸性基を含有するポリウレタンの中和、特にヘア・トリートメント組成物への使用に
良好であることが証明されている。酸性基を含有するポリウレタンは、２つ以上の塩基の
混合物、例えば水酸化ナトリウム溶液とトリイソプロパノールアミンの混合物を使用して
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中和することもできる。意図する用途によって、中和は、部分的に、例えば20～40％まで
か、または完全に、すなわち100％まで行うことができる。
【０１６３】
そのカチオン基のために、アミン基、プロトン化アミン基、または四級化アミン基を含有
するポリウレタンは、一般に水または水／アルコール混合物に容易に溶解するか、あるい
は少なくとも乳化剤の補助なしで分散可能である。帯電したカチオン基は、例えばカルボ
ン酸（例えば乳酸）もしくは無機酸（例えばリン酸、硫酸、及び塩酸）によるプロトン付
加、または例えばアルキル化剤（例えばＣ１-からＣ４-のハロゲン化アルキルまたは硫酸
アルキル）での四級化のいずれかによって、存在する三級アミン窒素から生成できる。そ
れらのアルキル化剤の例は、塩化エチル、臭化エチル、塩化メチル、臭化メチル、硫酸ジ
メチル、及び硫酸ジエチルである。
【０１６４】
次いでカチオノゲン（cationogenic)及びアニオノゲン（anionogenic)基の両方を有する
ポリウレタンに、少なくとも１つの酸での中和、少なくとも１つの塩基での中和、そして
必要により更に四級化を連続的に行うことができる。中和ステップの順序は一般に任意で
ある。
【０１６５】
ポリマー塩の調製において水混和性有機溶媒を使用する場合、その直後に当業者に周知の
慣例的な方法、例えば減圧蒸留によってこれを除去しうる。溶媒の除去に先立って、水を
ポリマー塩に更に添加してもよい。溶媒を水と交換してポリマー塩の溶液または分散液を
得、必要により、これから一般的な方法、例えば噴霧乾燥によってポリマー塩を得ること
ができる。
【０１６６】
水溶液または分散液のｐＨは、酸または塩基を添加することによって調整できる。好適な
酸及び塩基は、更なる中和剤として上記したものである。アニオン性ポリマー塩のｐＨは
、好ましくはアルカリ性の範囲、特に＞7.5である。好ましくは、カチオン性ポリウレタ
ンのｐＨは酸性の範囲、特に5.5から6.5である。
【０１６７】
本発明にかかるポリウレタンは、水に可溶であるか、水に分散可能である。一般にこれら
は透明で不粘着性のフィルムを形成し、水で容易に洗浄・除去できる。好都合なことに、
本発明にかかるポリウレタンは、非常に良好な弾性を有するフィルムを生成する。この弾
性は、一般に当該分野でこれまでに知られていたポリウレタンの場合に通常得られるもの
より高い。これらのポリマーに基づくヘア・トリートメント組成物は毛髪に非常に良好な
しなやかさを与える。
【０１６８】
本発明にかかるポリウレタンまたはポリ尿素は、一般にアルコール、アルコール／水混合
物、及び／または水に、乳化剤の補助なしで溶解または分散する。本発明にかかるポリウ
レタン製品の調製に好適なアルコールは、特にＣ１からＣ４のアルカノール、例えばメタ
ノール、エタノール、ｎ-プロパノール、イソプロパノール、ｎ-ブタノール、及びそれら
の混合物である。
【０１６９】
本発明にかかるポリウレタンを化粧品の添加剤として、好ましくは毛髪、皮膚、及び爪の
ようなケラチン含有表面及びケラチン類似表面のコーティングの添加剤として、またそれ
に混合して使用することができる。それらは毛髪用化粧品に、好ましくはヘアスプレー、
セッティングフォーム、ヘアムース、ヘアゲル、及びシャンプーのセッティングポリマー
として特に好適である。それらは装飾用化粧品、特にマスカラ、メークアップ、及びアイ
シャドーへの使用にも好適である。それらは皮膚のための化粧品または医薬品の製剤化の
ためにポリマー乳化剤または共乳化剤としても便宜に使用できる。その親水性及び疎水性
のために、それらは油含有及び脂肪含有製品、そしてＯ／Ｗ及びＷ／Ｏエマルションのい
ずれにも好適である。本発明にかかるポリウレタンを製薬における添加剤として、好まし



(27) JP 4763950 B2 2011.8.31

10

20

30

40

50

くは固形薬物剤形のコーティング剤もしくは結合剤として、またはそれらに混合して使用
することもできる。上記のポリウレタンを、クリームに、そして錠剤のコーティング剤及
び錠剤の結合剤として使用することもできる。それらはまた化粧品の結合剤及び接着剤と
しても好適である。本発明にかかるポリウレタンは、織物、製紙、印刷、皮革、及び接着
剤産業におけるコーティング剤として、またはそれに混合して使用するのにも好適である
。
【０１７０】
本発明はまた、本発明にかかるポリウレタンを少なくとも１つ含有する化粧品または医薬
品も提供する。組成物は、一般に、組成物の総重量に基づいて約0.2～30重量％、好まし
くは0.5～20重量％の範囲の量のポリマー塩を含有する。
【０１７１】
本発明にかかる化粧品組成物は、特にケラチン含有表面及びケラチン類似表面（毛髪、皮
膚、及び爪）のコーティング組成物として好適である。そこで使用される化合物は、水溶
性または水分散性である。本発明にかかる組成物に使用される化合物が水分散性である場
合、それらを慣例的な1～350ｍｍ、好ましくは1～250ｍｍの粒径を有する微粒子分散水溶
液を生成するのに使用できる。調製品の固体含量は、通常約0.5～20重量％、好ましくは1
～12重量％の範囲である。これらの微粒子分散水溶液は、一般にその安定化のための乳化
剤または界面活性剤を必要としない。
【０１７２】
好ましくは、本発明にかかる組成物は、ヘアトリートメント組成物、例えばセッティング
フォーム、ヘアムース、ヘアゲル、シャンプー、そして特にヘアスプレーの形態でありう
る。ヘアセッティング組成物として使用するには、少なくとも１つのガラス転移温度Ｔｇ
≧10℃、好ましくは≧20℃を有するポリウレタンを含有する組成物が好ましい。これらの
ポリマーの1重量％濃度のＮ-メチルピロリドン溶液に対するK値（E. Fikentscher, Cellu
lose-Chemie 13 (1932), pp58-64に従って測定）は、好ましくは23～90、特に25～60の範
囲である。本発明にかかるポリウレタンがシロキサン基を有する場合、これらのポリマー
のシロキサン含量は、組み込まれた成分の総重量に基づいて一般に0.05～20重量％である
。
【０１７３】
組成物は、好ましくはヘアトリートメント組成物である。それらは通常、水性分散液の形
態、またはアルコール溶液もしくはアルコール水溶液の形態である。好適なアルコールの
例は、エタノール、プロパノール、イソプロパノールなどである。
【０１７４】
更に、本発明にかかるヘアトリートメント組成物は一般に、慣例的な化粧品添加剤、例え
ば軟化剤（例えばグリセロール及びグリコール）；柔軟剤（emollient）；香料；界面活
性剤；UV吸収剤；染料；帯電防止剤；混和向上剤（combability improver）；保存料；及
び除泡剤などを含有する。
【０１７５】
本発明にかかる組成物をヘアスプレーとして調製する場合、それらは、十分な量のプロペ
ラント、例えば低沸点炭化水素またはエーテル、例えばプロパン、ブタン、イソブタン、
またはジメチルエーテルなどを含有する。圧縮ガス、例えば窒素、空気、または二酸化炭
素も使用可能なプロペラントである。プロペラントの量は、不必要にＶＯＣ含量を増加さ
せないよう、低く保持できる。この場合、一般にその量は組成物の総重量に基づいて55重
量％以下である。しかしながら必要により、より高い85重量％以上のＶＯＣ含量も可能で
ありうる。
【０１７６】
上記のポリウレタンは、他のヘアポリマーと組み合わせて組成物に使用することもできる
。それらのポリマーは特に以下のものである：
-　非イオン性の水溶性または水分散性ポリマーまたはオリゴマー、例えばポリビニルカ
プロラクタム（例えばLuviskol Plus（BASF））またはポリビニルピロリドン、及び、特
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に以下のものとの、そのコポリマー：ビニルエステル、例えば酢酸ビニル（例えばLuvisk
ol VA 37（BASF））；ポリアミド、例えばイタコン酸及び脂肪族ジアミンに基づくもの（
例えばドイツ特許公開DE-A-43 33 238号に記載されるもの）；ポリビニルアルコール及び
その誘導体；セルロースに基づくポリマー；
-　両性または双性ポリマー、例えばオクチルアクリルアミド／メタクリル酸メチル／メ
タクリル酸tert-ブチルアミノエチル／メタクリル酸2-ヒドロキシプロピル・コポリマー
（Amphomer（登録商標）（National Starch）の名で市販されている）、及び、例えばド
イツ特許出願DE 39 29 973号、DE 21 50 557号、DE 28 17 369号、DE 37 08 451号に開示
されるような双性ポリマー。塩化アクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウム／アク
リル酸及びメタクリル酸コポリマー、並びにそのアルカリ金属塩及びアンモニウム塩は好
ましい双性ポリマーである。他の好適な双性ポリマーは、メタクロイルエチルベタイン／
メタクリレート・コポリマー（Amersette（登録商標）（AMERCHOL）の名で市販されてい
る）、及びメタクリル酸ヒドロキシエチル、メタクリル酸メチル、メタクリル酸N,N-ジメ
チルアミノエチル、及びアクリル酸のコポリマー（Jordapon（登録商標））である；
-　アニオン性ポリマー、例えば酢酸ビニル／クロトン酸コポリマー（例えばResyn（登録
商標）（NATIONAL STARCH）、Luviset（登録商標）（BASF）及びGafset（登録商標）（GA
F）の名で市販されている）、及びビニルピロリドン／アクリル酸ビニル・コポリマー（
例えばLuviflex（登録商標）（BASF）の商品名で入手可）。好ましいポリマーは以下のも
のである：ビニルピロリドン／アクリレート３量体（Luviflex（登録商標）VBM-35（BASF
）の名で入手可）、アクリル酸／アクリル酸エチル／N-tert-ブチルアクリルアミド３量
体（例えばUltrahold（登録商標）strong（BASF）の名で市販されている）、及びLuvimer
（登録商標）（BASF、アクリル酸t-ブチル、アクリル酸エチル、及びメタクリル酸の３量
体）、スルホン酸ナトリウム含有ポリアミドもしくはスルホン酸ナトリウム含有ポリエス
テル、または
-　カチオン性（四級化）ポリマー、例えばN-ビニルラクタムおよびその誘導体（N-ビニ
ルピロリドン、N-ビニルカプロラクタムなど）に基づくカチオン性ポリアクリレート・コ
ポリマー、及び慣例的なカチオン性ヘア・コンディショニング・ポリマー、例えばLuviqu
at（登録商標）（ビニルピロリドン及びビニルイミダゾリウムメトクロライドのコポリマ
ー）、Luviquat（登録商標）Hold（四級化N-ビニルイミダゾール、N-ビニルピロリドン、
及びN-ビニルカプロラクタムのコポリマー）、Merquat（登録商標）（塩化ジメチルジア
リルアンモニウムに基づくポリマー）、Gafquat（登録商標）（ポリビニルピロリドンを
四級アンモニウム化合物と反応させることによって生成される四級ポリマー）、ポリマー
JR（カチオン基を有するヒドロキシエチルセルロース）、ポリクアテルニウム（olyquate
rnium）グレード（CTFA名）など、キトサン、及びキトサン誘導体；
-　非イオン性シロキサン含有水溶性または水分散性ポリマー、例えばポリエーテルシロ
キサン（例えばTegopren（登録商標）（Goldschmidt）またはBelsil（登録商標）（Wacke
r））。
【０１７７】
本発明にかかるポリマーを、アミドを含有するヘア・ポリマーとの混合物として使用する
ことができる。これらには例えば以下のものがある：ドイツ特許公開DE-A-42 25 045号に
記載されるポリウレタン、上記のビニルピロリドン／アクリレート３量体及びアクリル酸
／アクリル酸エチル／N-tert-ブチルアクリルアミド３量体（例えばBASF AGのUltrahold
（登録商標）strong）、上記のアミド含有両性ポリマー（例えばAmphomer（登録商標））
、そして特に少なくとも30重量％の割合のアミド含有モノマー（例えばN-ビニルラクタム
）を含有するコポリマー（例えばBASF AGのLuviskol（登録商標）plus及びLuviskol（登
録商標）VA37）。
【０１７８】
他のヘアポリマーは、好ましくは組成物の総重量に基づいて10重量％までの量で配合する
。
【０１７９】
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好ましいヘアトリートメント組成物は、以下のものを含有する：
ａ）0.5～20重量％、好ましくは1～10重量％の少なくとも１つの本発明にかかる水溶性ま
たは水分散性ポリウレタン、
ｂ）50～99.5重量％、好ましくは55～99重量％の、水及び水混和性溶媒、好ましくはＣ２

-からＣ５-のアルコール、特にエタノール、及びそれらの混合物から選択される溶媒、
ｃ）0～70重量％、好ましくは0.1～50重量％の、好ましくはジメチルエーテル及びアルカ
ン（例えばプロパン／ブタン混合物）から選択されるプロペラント、
ｄ）0～10重量％、好ましくは0.1～10重量％の、少なくとも１つのａ）とは異なる水溶性
または水分散性ヘアポリマー、
ｅ）0～0.5重量％、好ましくは0.001～2重量％の、少なくとも１つの水溶性または水分散
性シリコーン化合物、
ｆ）0～1重量％、好ましくは0.0001～0.5重量％の、Ｃ５-からＣ３０-の飽和及びモノ-ま
たはポリ-不飽和カルボン酸、Ｃ８-からＣ３０-の飽和及びモノ-またはポリ-不飽和アル
コール、並びにそれらの混合物から選択される少なくとも１つの化合物、
並びに慣例的な添加剤。
【０１８０】
本発明にかかる組成物は、成分ｄ）として少なくとも１つの他の水溶性または水分散性へ
アポリマーを含有しうる。その場合、この成分の比率は一般に組成物の総重量に基づいて
約0.1～10重量％である。この点について、コポリマーの形態でシロキサン基を含有しな
い水溶性または水分散性ポリウレタンを使用することが好ましい。
【０１８１】
本発明にかかる組成物は、成分ｅ）として、少なくとも１つの非イオン性シロキサン含有
水溶性または水分散性ポリマー、特に上記のポリエーテルシロキサンから選択されるもの
を含有しうる。この場合、この成分の比率は一般に、組成物の総重量に基づいて約0.001
～2重量％である。
【０１８２】
本発明にかかる組成物は、更なる成分として少なくとも１つの水不溶性シリコーン、特に
ポリジメチルシロキサン（例えばGoldschmidtのAbil（登録商標）グレード）を含有しう
る。この場合、この成分の比率は一般に、組成物の総重量に基づいて約0.0001～0.2重量
％、好ましくは0.001～0.1重量％である。
【０１８３】
本発明にかかる組成物は、必要により、例えばシリコーンベースの除泡剤を更に含有しう
る。この場合、除泡剤の量は一般に、組成物の総量に基づいて最大約0.001重量％である
。
【０１８４】
本発明にかかる組成物は、好ましくは成分ｆ）として、少なくとも１つの式Ｒ２０-ＣＯ-
ＯＲ２１のエステルを含有し、式中、Ｒ２０は直鎖または分枝鎖のＣ５-からＣ３０-、好
ましくはＣ１０-からＣ２０-のアルキルまたはアルケニルラジカルであり、アルケニルラ
ジカルは１、２、３、または４つの隣接しない２重結合を有することができる。Ｒ２１は
好ましくは直鎖もしくは分枝鎖のＣ１-からＣ３０-、特にＣ５-からＣ２２-のアルキルラ
ジカルか、または直鎖もしくは分枝鎖のＣ６-からＣ３０-、特にＣ８-からＣ２２-のアル
ケニルラジカル（１、２、３、または４つの隣接しない２重結合を有することができる）
である。
【０１８５】
好ましくは、カプロン酸、カプリル酸、2-エチルヘキサン酸、カプリン酸、ラウリン酸、
イソトリデカン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、パルモレイン酸（palmoleic acid）、
ステアリン酸、イソステアリン酸、オレイン酸、エライジン酸、ペトロセリン酸（petros
elic acid）、リノール酸、リノレン酸、エレオステアリン酸（elaeostearic acid）、ア
ラキジン酸、ガドレイン酸、ベヘン酸、及びエルシン酸、そしてそれらの混合物と、ラウ
リルアルコール、イソトリデシルアルコール、ミリスチルアルコール、セチルアルコール
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、パルモレイル（palmoleyl）アルコール、ステアリルアルコール、イソステアリルアル
コール、オレイルアルコール、エライジル(elaidyl)アルコール、ペトロセリニルアルコ
ール、リノリル（linolyl）アルコール、リノレニル（linolenyl）アルコール、エレオス
テアリル(elaeostearyl)アルコール、アラキジルアルコール、ガドレイルアルコール、ベ
ヘニルアルコール、エルシルアルコール、及びブラシジルアルコール、そしてそれらの混
合物とのエステルを使用する。好ましくは、脂肪酸及び脂肪アルコール成分中に合わせて
少なくとも24個、好ましくは少なくとも30個の炭素原子、及び必要によって二重結合を含
有するエステルを使用する。典型的な例は、エルシン酸オレイル、オレイン酸エルシル、
オレイン酸ベヘニル、及びオレイン酸セテアリル（cetearyl oleate）である。
【０１８６】
成分ｆ）としては、式Ｒ２０－ＣＯ－ＮＲ２２Ｒ２３（Ｒ２０は上記の意味を有すること
ができ；Ｒ２２およびＲ２３は互いに独立に水素、C1からC12までのアルキルまたはC5か
らC8までのシクロアルキルである）のアミドも好ましい。
【０１８７】
成分ｆ）としては、飽和ならびにモノ不飽和もしくは多不飽和アルコールも好ましい。好
適なC8からC30までのアルキル基は上記のものである。そのアルコールは、単独でまたは
混合物として用いることができる。そのようなアルコールおよびアルコール混合物は例え
ば、天然脂肪およびオイルからの脂肪酸または例えばパラフィンの接触酸化からの合成脂
肪酸の水素化によって得ることができる。好適なアルコールおよびアルコール混合物は、
アルデヒドの同時水素化によるオレフィンのヒドロホルミル化によっても得ることができ
、通常は直鎖および分岐の１級アルコール（オキソアルコール）の混合物が得られる。好
適なアルコールおよびアルコール混合物は、公知の方法によるｎ－パラフィンの部分酸化
によって得ることもでき、主として直鎖２級アルコールが得られる。主として１級の直鎖
および偶数鎖チーグラーアルコールも好適である。
【０１８８】
好ましいアルコールｆ）はゲルベー（Guerbet）アルコールである。成分ｆ）として好ま
しく使用されるゲルベーアルコールは好ましくは、炭素原子数6～22個、好ましくは8～12
個の直鎖および／または分岐アルコールの塩基触媒自己縮合によって得られる。この点に
ついては文献に総覧がある（A. J. O′Lennick, Soap Cosm. Chem. Spec. (April)52 (19
87)）。代表的な例は、炭素原子数8～10個または16～18個の工業用脂肪族アルコール留分
の縮合生成物である。
【０１８９】
成分ｆ）としての上記の化合物は、単独でまたは混合物として用いることができる。成分
ｆ）を含む本発明による化粧品組成物は、シリコーン含有成分を用いなくとも、例えば良
好な柔軟性および心地よい感触などの良好な性能特性を有する。
【０１９０】
上記の成分以外に、本発明による組成物は好ましくは
ｇ）0～40重量％、好ましくは0.1～35重量％の１以上の界面活性剤、
ｈ）0～5重量％、好ましくは0.05～4重量％の１以上の色素および／またはUV吸収剤、
ｉ）0～3重量％、好ましくは0.05～2.5重量％の１以上の塩、
ｋ）0～3重量％、好ましくは0.05～2.5重量％の１以上の増粘剤
ならびに場合によっては他の通常の添加剤を含む。これらはそれぞれ、組成物の総重量に
対して、約0～0.2重量％、好ましくは0.001～0.2重量％の量で存在する。
【０１９１】
本発明による組成物は、一方で所望のまとまりを毛髪に与え、ポリマーを容易に洗い落と
すことができ（再分散可能）、他方で毛髪のしなやかさを維持するという利点を有する。
【０１９２】
有利な点として本発明によるポリウレタンは、１以上の他の従来のヘアポリマーをさらに
含むヘアトリートメント組成物中の成分としても好適である。これらの混合物でも、本発
明によるポリウレタンを含まない相当するポリマーや混合物の場合より良好な柔軟性が得
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られる。従って本発明によるポリウレタンは、従来のヘアセット組成物のしなやかさ改善
にも好適である。そうしてそのポリウレタンは、非常に良好な柔軟性およびしなやかさを
毛髪に与える。
【０１９３】
以下、実施例を参照しながら、本発明についてより詳細に説明するが、本発明はこれら実
施例に限定されるものではない。
【０１９４】
I.オリゴマーの製造
オリゴマーO1
ヘキサメチレンジイソシアネートおよびネオペンチルグリコールからのポリウレタンジオ
ールの製造
撹拌機、滴下漏斗、温度計、還流冷却器および窒素下で作業を行うための装備を取り付け
た四頸フラスコ中、ネオペンチルグリコール624 g（6 mol）およびオルトチタン酸テトラ
ブチル0.3 gを、約50℃で加熱撹拌しながら、メチルエチルケトン490 gに溶かした。次に
撹拌下で、ヘキサメチレンジイソシアネート840 g（5 mol）を滴下し、反応温度を上昇さ
せた。反応混合物を還流下に２時間撹拌し、撹拌下に冷却して室温とした。それによって
、OH価が約75であり、数平均分子量が約1500 g/molであるポリウレタンジオールの透明で
高粘度の75重量％濃度溶液が得られた。
【０１９５】
オリゴマーO2
ポリテトラヒドロフランに基づくポリウレタンの製造
撹拌機、滴下漏斗、温度計、還流冷却器および窒素下で作業を行うための装備を取り付け
た四頸フラスコに、ポリテトラヒドロフラン（Mn=650 g/mol）650 g（1 mol）およびオル
トチタン酸テトラブチル0.1 gを入れ、混合物を撹拌下に加熱して約50℃とした。次に撹
拌しながら、ヘキサメチレンジイソシアネート109.5 g（0.65 mol）を滴下し、反応温度
を上昇させた。反応混合物を80℃でさらに３時間撹拌した。冷却して室温とすることで、
OH価が約50であり、数平均分子量が約2250 g/molであるロウ状生成物を得た。
【０１９６】
オリゴマーO2は、オリゴマーO1での製造手順と同様にして、すなわちメチルエチルケトン
などの溶媒中で製造することもできる。
【０１９７】
オリゴマーO3
ポリエステルジオールに基づくポリウレタンの製造
セバシン酸3.5 molおよび1,6-ヘキサンジオール4.5 molの重縮合によって数平均分子量約
1150 g/molの含水酸基ポリエステルジオールを得た。オリゴマーO2での製造手順と同様に
して、ポリエステルジオール1 molおよびヘキサンメチレンジイソシアネート0.65 molを
反応させた。それによって、OH価約30および数平均分子量約3700 g/molの固いロウ状生成
物を得た。
【０１９８】
オリゴマーO3と同様にしてオリゴマーO4を製造した。使用した原料およびその量は、下記
の表１に示してある。
【０１９９】
オリゴマーO5
ポリシロキサンジオールに基づくポリウレタンの製造
オリゴマーO1での一般的製造手順に従って、ポリシロキサンジオール（Mn=900 g/mol、テ
ゴマー（Tegomer；登録商標）H-Si 2122、ゴールドシュミット社（Goldschmidt））1 mol
とヘキサメチレンジイソシアネート0.65 molをメチルエチルケトン中で反応させた。
【０２００】
この種のオリゴマーの製造は、オリゴマーO2での一般的手順に従って、すなわち溶媒を加
えずに行うこともできる。
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【０２０１】
オリゴマーO6
ポリシロキサンジアミンに基づくポリウレタンの製造
オリゴマーO1での製造手順に従って、ポリシロキサンジアミン（Mn=900 g/mol、テゴマー
（登録商標）A-Si 2122、ゴールドシュミット社）1 molとヘキサメチレンジイソシアネー
ト0.65 molを、約30℃の温度で、触媒を添加せずにメチルエチルケトン中で反応させた。
【０２０２】
オリゴマーO7
ポリウレタンジオールと二量体脂肪酸とからの水酸基含有反応生成物の製造
撹拌機、滴下漏斗、温度計、還流冷却器および窒素下で作業を行うための装備を取り付け
た四頸フラスコで、オリゴマーO1での一般的製造手順に従って、1,6-ヘキサンジオール2 
molおよびヘキサメチレンジイソシアネート1 molからポリウレタンジオールを製造した。
還流冷却器を下行冷却器と交換した。窒素雰囲気下に、二量体脂肪酸0.65 molを加え、反
応混合物を加熱し、最初に80～110℃の温度でメチルエチルケトンを留去した。さらに昇
温させて160℃とした後、反応混合物をさらに3時間撹拌し、反応温度を、約210℃に達す
るまで１時間あたり約20℃ずつ昇温させた。約210℃でさらに５時間後、酸価は２未満で
あった。混合物を放冷して室温としたところ、OH価約48で、数平均分子量約2300 g/molの
黄色でほぼ透明のロウが得られた。
【０２０３】
オリゴマーO8
ポリウレタンとセバシン酸とからの水酸基含有反応生成物の製造
反応生成物O7での一般的製造手順と同様に、最初に1,6-ヘキサンジオール2 molおよびヘ
キサメチレンジイソシアネート1 molからポリウレタンジオールを製造し、それを次にセ
バシン酸0.65 molと反応させた。
【０２０４】
表１：オリゴマー
【表１】
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II.ポリマーの製造
II.1：油溶性ポリマーP9～P11
表２に示した原料から、オリゴマーO3での製造手順と同様にして、ポリマーP9～P11を製
造した。
【０２０５】
II.2：水溶性ポリマーP12およびP13
表２に示した原料から、オリゴマーO2での製造手順と同様に希釈剤を用いずに、ポリマー
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P12およびP13を製造した。
【０２０６】
表２：ポリマー
【表２】

性能例（オリゴマーO1～O8および油溶性ポリマーP9～P11）
上記オリゴマーおよびポリマーの製剤を調製するため、それらを表３に従った量で安息香
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【０２０７】
表３：
【表３】

皮膚化粧品で使用される製剤例（オリゴマーO1～O8および油状性ポリマーP9～P11）
表４：
【表４】
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これらの製剤には、着色顔料、油溶性ビタミン、油溶性UV吸収剤、香料、エッセンシャル
オイル、保存剤などから選択されるさらに別の成分を含有させることができる。
【０２０８】
乳化剤を含まないエマルジョンの例(オリゴマーおよび油溶性ポリマー)

乳化剤を含まないエマルジョンの調製
乳化剤を含まないエマルジョンを調製するには、油相および水相用の成分を別々に秤量し
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、油相を約100℃で均質化し、水相を約60℃で均質化する。次に、加熱した油相(20～80℃
)を、水相(同様に加熱する場合もある；０～80℃)に撹拌しながらゆっくり加える。水相
および油相の温度が高いほど、得られるエマルジョンが細かくなる。2-アミノ-2-メチル
プロパノール(50％濃度の水溶液)で中和してpH 7.5～8.5とすることで、安定なエマルジ
ョンを得る。
【０２０９】
クリームの例(オリゴマーおよび油溶性ポリマー)

調製
油相および水相を別々に秤量し、撹拌しながら約80℃の温度で、別々に均質化する。ゆっ
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くり撹拌しながら、油相に水相を加える。撹拌しながらゆっくり冷却して室温とする。
【０２１０】
毛髪用化粧料における使用の例(水溶性ポリマー12および13)
水溶性ポリマーおよびポリビニルアルコールとのジェル

調製
ｂ)、ｃ)およびｄ)の混合物を、撹拌しながら約40℃の温度とする。ポリアクリル酸水溶
液を加え、混合物がやや不透明な均一溶液となるまで撹拌を続ける。溶液を撹拌しながら
冷却して約25℃とする。アミノメチルプロパノールを加えることで透明ジェルを得る。
【０２１１】
III．ポリウレタンの製造
製造方法Ａ
実施例３
撹拌機、滴下漏斗、温度計、還流冷却管および窒素下での作業用の装備を取り付けた装置
中で撹拌しながら、オリゴマーO1 600 g(0.3 mol)、ポリエステルジオール(Mn=1500 g/mo
l、イソフタル酸、アジピン酸、ネオペンチルグリコールおよびシクロヘキサンジメチロ
ールから製造)600 g(0.4 mol)、ネオペンチルグリコール124.8 g(1.2 mol)、ジメチロー
ルプロパン酸375.2 g(2.8 mol)およびオルトチタン酸テトラブチル0.5 gをメチルエチル
ケトン760 gに、約80℃まで加熱、撹拌しながら溶解させた。全て溶解した後、反応混合
物を約50℃まで冷却した。次に撹拌しながら、イソホロンジイソシアネート1111 g(5 mol
)を滴下し、反応温度を上昇させた。混合物のイソシアネート基含有量が実質的に一定と
なるまで反応混合物を還流下で撹拌し、次に撹拌しながら室温まで冷却した。次に、遊離
イソシアネート基を変換するため、約40℃の温度でこの混合物に2-アミノ-2-メチル-1-プ
ロパノール276 g(3.1 mol)を水溶液として加えて、混合物を100％中和した。得られたポ
リマーの柔軟性特性を表５に示してある。40℃、減圧下で溶媒を留去して、水系(微小)分
散液を得る。噴霧乾燥によって、粉末状生成物を得ることができる。
ポリマーＣ１、２、４～６および11を、この製造手順と同様に製造した。
全てのカルボン酸含有ポリウレタンを2-アミノ-2-メチル-1-プロパノールで100％中和し
た。カチオン性ポリウレタン11および12を乳酸で中和し、ポリウレタン13を硫酸ジメチル
で４級化した。
【０２１２】
製造手順Ｂ
実施例７
撹拌機、滴下漏斗、温度計、還流冷却管および窒素下での作業用の装備を取り付けた装置
中で撹拌しながら、ポリエステルジオール(Mn=1000 g/mol、イソフタル酸、アジピン酸、
ネオペンチルグリコールおよびシクロヘキサンジメチロールから製造)600 g(0.4 mol)、
ネオペンチルグリコール187.2 g(1.8 mol)およびオルトチタン酸テトラブチル0.5 gをメ
チルエチルケトン350 gに、約50℃まで加熱、撹拌しながら溶解させた。次に撹拌しなが
ら、ヘキサメチレンジイソシアネート252 g(1.5 mol)を滴下し、反応温度を上昇させた。
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反応混合物を約２時間還流下で撹拌し、冷却して室温とした。ネオペンチルグリコール12
4.8 g(1.2 mol)、ジメチロールプロパン酸375.2 g(2.8 mol)およびメチルエチルケトン20
0 gを反応混合物に加え、撹拌しながら約80℃の温度まで加熱して溶解させた。全て溶解
した後、反応混合物を約50℃まで冷却した。次に撹拌しながら、イソホロンジイソシアネ
ート222 g(1 mol)およびヘキサメチレンジイソシアネート672 g(4 mol)を滴下し、反応温
度を上昇させた。イソシアネート基含有量が実質的に一定となるまで反応混合物を還流下
で撹拌し、次に撹拌しながら室温まで冷却した。次に、遊離イソシアネート基を変換する
ため、約40℃の温度でこの混合物に、2-アミノ-2-メチル-1-プロパノール276 g(3.1 mol)
を水溶液として加えて、混合物を100％中和した。減圧下、40℃で溶媒を留去して、水系(
微小)分散液を得る。噴霧乾燥によって、粉末状生成物を得ることができる。
ポリマー８～10、12および13を、この製造手順と同様に製造した。
専門家が個別に柔軟性の等級付けを行うことで、性能特性を評価した。等級表を表６に示
してある。
【０２１３】
表５：ポリウレタン
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【０２１４】
表６：柔軟性
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【０２１５】
使用例
実施例14～25
VOC含有量97重量％のエアロゾルヘアスプレー製剤
実施例2～13のポリウレタン：　　　　　　　　　3.00重量％
エタノール：　　　　　　　　　　　　　　　　 57.00重量％
ジメチルエーテル：　　　　　　　　　　　　　 34.96重量％
香料、添加剤(エルカ酸エステル類など)：　　　 q.s.
実施例26～37
VOC含有量80重量％のコンパクトエアロゾルヘアスプレー製剤
実施例2～13のポリウレタン：　　　　　　　　　5.00重量％
エタノール：　　　　　　　　　　　　　　　　 40.00重量％
ジメチルエーテル：　　　　　　　　　　　　　 34.96重量％
水：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 15.00重量％
香料、添加剤：　　　　　　　　　　　　　　　 q.s.
実施例38～49
VOC含有量55重量％のヘアスプレー製剤
実施例2～13のポリウレタン：　　　　　　　　　3.00重量％
エタノール：　　　　　　　　　　　　　　　　 20.00重量％
水：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 42.00重量％
ジメチルエーテル：　　　　　　　　　　　　　 34.96重量％
香料、添加剤：　　　　　　　　　　　　　　　 q.s.
実施例50～61
ポンプヘアスプレー
実施例2～13のポリウレタン：　　　　　　　　　5.00重量％
エタノール：　　　　　　　　　　　　　　　　 54.96重量％
水：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 40.00重量％
香料、添加剤：　　　　　　　　　　　　　　　 q.s.
実施例62～73
フォームコンディショナー：［重量％］
ポリマー2～13(濃度25％の水溶液)：　　　　　　20.00
Cremophor(登録商標) A257)：　　　　　　　　　0.20
Comperlan(登録商標) KD8)：　　　　　　　　 　0.10
水：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 69.70
プロパン／ブタン：　　　　　　　　　　　　　 9.96
香料、添加剤：　　　　　　　　　　　　　　　 q.s.
7)CTFA名：Ceteareth 25、BASF AG、脂肪族アルコールとエチレンオキサイドの反応生成
物
8)CTFA名：Cocamide DEA、Henkel、ココナッツ脂肪酸アミド
フォームコンディショナーを調製するには、成分を秤量し、撹拌しながら溶解させる。そ
れを次に、ディスペンサーに移し入れ、圧縮不活性ガスを加える。
【０２１６】
実施例74～85
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ポリウレタンオリゴマーに基づく、VOC含有量80重量％のエアロゾルヘアスプレー
実施例2～13のポリウレタン：　　　　　　　　 5.00重量％
オリゴマー2～8：　　　　　　　　　　　　　　0.10重量％
エタノール：　　　　　　　　　　　　　　　　40.00重量％
ジメチルエーテル：　　　　　　　　　　　　　34.96重量％
水：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14.90重量％
香料、添加剤：　　　　　　　　　　　　　　　q.s.
実施例86～88
コンディショナーシャンプー：［重量％］
A)
Texapon(登録商標) NSO濃度28％9)：　　　　　　 50.00
Comperlan(登録商標) RD：　　　　　　　　　　　1.00
ポリマー11～13(濃度25％の水溶液)：　　　　　　20.00
香料オイル：　　　　　　　　　　　　　　　　　q.s.
B)
水：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27.5
塩化ナトリウム：　　　　　　　　　　　　　　　1.5
保存料：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　q.s.
9)ラウリル硫酸ナトリウム、Henkel
コンディショナーシャンプーを調製するには、成分A)およびB)を別々に秤量し、混合して
溶解させる。次に、相B)を相A)にゆっくり加える。
【０２１７】
皮膚化粧料における適用の例
実施例89～95
O/Wクリーム

クリームを調製するには、油相および水相の成分を別々に秤量し、80℃で均質化する。次
に、撹拌しながら油相に水相をゆっくり加える。混合物を撹拌しながら室温まで放冷する
。
【０２１８】
実施例96-107
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O/Wクリーム

クリームを調製するには、油相および水相の成分を別々に秤量し、80℃で均質化する。次
に、撹拌しながら油相に水相をゆっくり加える。混合物を撹拌しながら室温まで放冷する
。
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